





深 山 直 子
はじめに
［社会人類学演習II」（田沼幸子・深山直子担当）は、 社会人類学分野の学部生を
主たる対象とした通年科目である。 フィ ー ルドワ ー クを実践し、 それを民族誌とし
て表現するために必要な基本的知識・技法を学ぶことを目的としている。 参与観察
レポ ー トは、 この授業で最初に学生が取り組む課題である。 それに先立つ授業の内容
については、 昨年とほぼ同様だったので、 昨年のレポ ー ト集を参考にされたい［深
山 2018]。 対象とする「フィー ルド」は、 人類学の授業であるので、 何らかのひと
の営みがあるところとしている。 なお、 参与観察に際しては、 ①ひとつの空間におい
て、 30分以上実施する、 ②メモ帳と筆記用具、 あるいはスマ ー トフォンのメモ用アプ
リケ ー ションのみを用いて現場でのメモをとる（写真・動画・音声の撮影はしない）、
ということだけを条件とした。
改めて振り返ると、 授業では参与観察の実施とレポ ー トの作成について、 方法や
技術に関する最低限の知識は教えても、 テ ー マを決めたり問題意識を明らかにした
りするように、 指導することはなかった。 つまり、 何かに焦点を絞ることなく、 あ
る「フィ ー ルド」を「観る」ことを課すわけである。 なかなか無理難題に間こえる
が、 学生は毎年、 教員の期待以上に読み応えのあるレポ ー トを提出してくる。 かれら
に話を聞くと、「フィ ー ルド」に身を置いた直後は、 そこで立ち起こっている現実に
注意を向けようとすればするほど、 そのカオティックな様相に飲み込まれ、 困惑する
という。 しかしながらしばらくすると、 自分が視覚、 聴覚、 ときに嗅覚を通して「観
られる」範囲を、 意識的もしくは無意識的に限定するようになるらしく、 その範囲内




な発見をしたり、 新たな視点を得たりすることにも繋がる。 もし、 テ ー マを決めて問
題意識を明らかにし、「効率的」に研究を進める人類学者に、 このような参与観察レ
ポ ー トが書けなくなってじまっているとしたら、 皮肉なことである。
さて、 今年度の「社会人類学演習II」は、 学部生のみならず大学院生の履修も多
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かったため、例年以上に参加者が多かった。 大半の学生が力作を提出したが、紙幅の







1 劇場のロビ ー を観る
観察者：一瀬紗英














の椅子が並べられている。 椅子はロングタイプではなくセパレー トタイプ。 椅子のブ
ロックごとの席数は場所によってばらばら。 ブロック同士の間には次回公演などのチ
ラシが入っている黒いラック、次回公演やほかの劇場で現在公演中または今後公演予









⑧ 30代女性・・・グレー のくるぶし丈ロングスカ ー ト。 黒いパンプス。 黒のインナ ー に
薄い白っぽいグレー のカー デイガン着用。
① 10歳前後少女（娘）•••黒髪ロング。 紺のノ ー ス リー ブで肩口のところがギャザー
でフ リルのようになっている。 グレー っぽい色身の膝丈ボックススカー ト、 紺のハ
イソックスに水色のスニー カー 。 少し暗めの黄色の リュック。
② 30代女性（母親）…茶髪で肩ぐらいのショー ト～ボブのヘアスタイル。 白い小さ
めの細かい花柄の濃い赤紫色のブラウスに赤茶に近いベ ー ジュ色のズボンに薄い
ベ ージュのパンプス。 持ち手と下3分の1が青色をしたかごのバッグ。
⑤ 20代後半女性・・・ス トレー トの黒髪で胸の長さ。 薄いピンク色のカバンをひざの上
に乗せている。 白の半袖ブラウスに濃い紺色のカー デイガンを肩にかけている。 目
の細かい白と黒のギンガムチェックの膝丈のスカー ト。 質感はわからないがあまり
揺れるデザインではない。 ベ ージュのパンプス。
⑧ 60歳前後女性（妻）•••黒髪 ショ ー ト前髪ありでマ スクを着けている。 白のイン
ナ ー と白のカー デイガン着用、 黒で裾が広めのズボンを履き黒のパンプスを履いて
いる。
⑨ 60歳前後男性（夫）…白髪混じりで俳優の中村雅俊に少し似ている。 白地に黒の
細いボー ダ ー の入ったポロ シャツを着ている。 黒のズボンに黒のスニー カー を履い
ていて 自分の左側に黒い トー トバッグを置いている。
③ 30代女性.. 麦わら帽子のような帽子をかぶっている。 髪型は肩につくくらい。
サ ーモンピンクのTシャツにグレー のジャケ ッ トを細く畳んで左肩にかけて斜めに
巻いている。 デニム生地のガウチョパンツにネイビ ー のスニー カー 。
④ 50代女性••黄色の紙袋を所持。 黒髪でパー マをかけているようにチ リチ リ。 黒縁
の細い眼鏡をかけている。 紺地に白い花柄の膝下スカー ト、 紺の靴。 黄色の紙袋の
他に紺色の ト ー トバッグを持っている。 荷物を膝の上に乗せているため トップスが
見えづらい。
⑥ 30代女性（妻）…黒の長袖ブラウスに赤の膝丈タイ トスカー トに白いパンプスを
履いている。
⑦ 30代男性（夫）••ピンクのワ イ シャツ、 ベー ジュの長ズボン。 茶色の靴に黒い斜
めがけのショルダ ー バッグをかけている。
③ 20代前半女性（黒髪）…肩の少し下くらいの黒髪をハ ー ファップにしていて、 水
色のワ ンピ ー スに白いカ ー デイガンを着ている。 持ち手が黒いかごのバッグを所
持。 ④と比べると体格が良い印象。
④ 20代前半女性（茶髪）••肩くらいの茶髪でウェー ブ。 黒いオフ ショルダ ー のワ ン
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ピ ー スに白い ト ー トバッグを持っている。 黒い絹み上げのようなサンダルを履く。
⑨ 40代女性…紺色で白と黒と黄土色の縦の細いス トライプの入ったロングカー ディ
ガン。 インナ ー と足首まであるズボンとサンダルは黒で統一されている。 茶色のハ
ンドバッグと「KALDI」のロゴの人った黒の小さい ト ー トバッグを持っている。
⑧ 50代女性..,50代の女性は黒のボブで少し白髪交じり、黒いカー デイガンに黒の七
分丈のズボンに白いサンダル。 紺地に白のドッ トの ト ー トバッグを持つ。
（椅子に座らなかった）※30代女性…顔はよく見えず。 グレ ー の半袖のTシャツで









話し声はほとんど聞こえず、2階売店のバ ー コ ー ド読み取り音とTVモニタ ー の音しか
聞こえない。












⑤ 20代後半女性、着席。 薄いピンク色のカバンをひざの上に乗せている。 座ってま
ずペッ トボ トル （小さかったので120mlのサイズではないかと推測）を取り出し飲む。
それをしまうと髪を結びまとめるような素振りを見せるが実際に結んでいるわけでは
ない。 何度か繰り返すので癖なのかもしれない。 足を組んでぼ一 つとどこかを見つめ
ている。 視線から推測するに売店のほうを見つめているのではないか。
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く16: 11-> 
⑧妻、 ⑨夫着席。 ⑨夫は 自分の左側に黒い ト ー トバッグを置き、 左横（私から見た
ら右横）にあるチラ シの入ったラックからチラ シを手に取り見ている。 はじめに手に
取った ショッキングピンクのチラ シをじっと見ている。 その間⑧妻はマスクを取り、
1階の売店で売っている軽食（包み紙と形状から肉まんではないか。 名物の肉まんが
あること、 自分も以前食べたことがあることから推測）を食べ始める。 続けて⑨夫は
ほかのチラ シを見る。 左下のチラ シは一度手に取ったが戻す。
く16: 15-> 
③ 30代女性、 着席。 麦わら帽子のような帽子をかぶっている。 持っていたビニー ル
袋から何かを取り出して食べ始める。 手元が影になっていたため何を食べているのか
は判別できず。




⑨夫、 チラ シを横に置いた黒い トー トバッグにしまい、 ⑧妻と同じ肉まんを食べ始
める。 食べ終わると⑧妻は正方形の包みが三角形になるようにきれいに包むが、 ⑨夫




④ 50代女性、 着席。 黄色の紙袋を所持。 黄色の紙袋の他に紺色の ト ー トバッグを
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いように思われる。 しばらくしてまた戻り、 ②母親と一言二言交わしたのちまたパン
フレッ トを開いて読み始める。 ②母親はスマ ー トフォンをいじり始める。
く16: 25~> 






















































た人物もいた。 もう少し人数を絞ればよかったかという反省もある。 思いの外、 とれ
たメモの量が多く選定に苦労した。 情報量が多ければ良いのかと必死にメモしたの
が、 裏目に出てしまった。「ただ見ているだけ」なのに難しい。
















13: 02 昼食後、地下道から馬場内へ （馬場内位置は全体図参照）
13: 14 馬場内休憩所に入室
13: 29 馬場内休憩所内の人物行動会話観察開始。 （観察位置は休憩所内図参照）
14: 25 観察終了。 休憩所を退室
【人 々 】
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●定位置を確保し観察中不動の7人 （言及頻度の多さを想定し、 その場でく ＞内のよ
うな、 あだ名をつけた。 位置は図を参照）
＜ ハンチング メ ガネ チ ェ ー ン ＞ … 70歳前後の男 性。 白いハンチング帽を被 り 、 白
ジャンパー 、 チ ェ ー ンのついたメ ガネ 着用。 耳にはイヤ ホン、 手元には各会場の出
走 デー タ紙束と専門紙。
く 白髪キャップ> " ·70歳前後の男 性。 まるっき り 白髪。 黒のキャップを被 り 、 白の
ジャンパー 着用。 手元には専門紙。
く チ ェ ック > " ·70歳前後の男 性。 白と紺のチ ェ ックシャツを着て、 白 ジャンパー 、
金縁 メ ガネ 着用。 手元には出走デー タ紙束と専門紙。
く メ タボ > . .  · 70歳前後の男性。 白の半袖Tシャツ、 大きく迫 り 出した腹が目立つ。
く メ ガネ 赤チ ェ ック > " ·70歳前後の男 性。 赤と白のチ ェ ックシャツ、 白 ジャン
パー 、 メ ガネ 着用。 手元には専門紙。
＜ 緑ジャンパー > . . · 70歳前後の男 性。 緑のジャンパー 、 黒のキャップを着用。 顔が
赤い。
く 色黒白ジャンパー > " ·70歳前後の男性。 かな り 色黒で猫背。 白ジャンパー 着用。
●観察開始時に右側l、 2列目の長椅子 （図参照） にいた人びと
く 巨漠 （子連れ） > · · ·40歳前後の男性。 100キロは優に超える大柄でスキンヘッド。
耳に赤のマ ジックをかける。 子供は5歳ほどの男 の子で紺色の半袖短パン、 赤い
キャップを着用。 筆者の目の前の席に鎮座。
く 女性 （子連れ） > · · · 40歳前後の女性。 白いハンチング帽を被 り 、 手には専門紙。
子供は5歳ほどの男の子で白Tシャツに黒の短パン。
その他右列には複数人物が登場するが、 長椅子中央列と左列とは異な り 、 右列は人
物の入れ替わ り があるため、 それに関しては適宜本文で言及する。
【状況と休憩所内の様子】
東京競馬場フ ジビュ ー スタンド内 （地上9階の建物であ り 、 観覧席のほか、 内部に
はレス トランなども設置されている）の東側端にある地下道入 り □ （全体図参照） を
入 り 、 地下道を通って13時02分馬場内 （ コ ー ス内側の空間） に出る。
芝広場で東京第6レ ー ス (13時5分発走） を見学後、 13時14分馬場内休憩所に入る。
入 り 口左手の壁に向かって三つずつ三列に並ぶ長椅子の奥側端に座る （休憩所内図参
照）。
馬場内休憩所は馬場内投票所に隣接している。 上述した9つの長椅子はテレビモニ
タ ー がかけられた壁に向かって並べられていて、 一つの長椅子には4人が座れるよう
になっている。 その他にも三箇所長椅子が設置されているが、 そこからはモニタ ー は
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見えない。 テレビモニタ ー は入りD左手の壁の上部に五台設置されていて、モニタ ー
が設置されている両脇には給茶 コ ー ナ ー がある。 休憩所内には薄い板で四辺を囲まれ
た程度の簡易 的なベビ ー コ ー ナ ー が設置されている。
休憩所内のモニタ ー に向か っ て中央、左側の六つの長椅子は70歳前後の男 性7人が
新聞や 帽子を置いて 占領状態。 右側の長椅子三つのうち筆者の座っ ている長椅子も筆
者が座っ ているところ以外新聞が置かれている。 実質右側 一、二列目のみ人の移動が
可能。
すでにいた人物 （上述の 【人 々 】 ） の特徴と関係性の把握はケ ータイの メ モ機能で、
休憩所全体の構図は ノ ー トに記す。
【休憩所内の人物の行動 ・ 会話観察］
13時29分、休憩所の全体の構図や人物描写を終え、行動会話観察を開始。
13時30分、「なんで雑音が入るんだ」と耳に挿したイヤ ホ ンを抑えながら くハンチ
ン グ メ ガネ チ ェ ー ン＞がボソッと漏らす。
13時31分、右手にあるベビ ー コ ー ナ ー で赤ち ゃ んが泣き始める。 右端一列にいた親
子 （白ハンチン グ40歳前後女性、5歳ほ どの男の子） が席を立つ。
13時32分、チ ェ ックが休憩所から投票所の方に向かう。 入れ違いに く メ タボ ＞ が
帰 っ てきて、自分の座席の置いてあっ た広告のゴミを、左手給茶 コ ー ナ ー のゴミ箱に
入れる。 その間＜ハンチン グ メ ガネ チ ェ ー ン ＞ は黙 々 と専 門紙に青ペンで何か書き込
んでいる。
13時34分、 く 巨 漢 ＞ （観察開始前の メ モ書き中に投票所へ行 っ ていた） が馬券を
買 っ て帰 っ てくる。 待 っ ていた子供に 「腹減 っ た ？ 」と聞き、二人で休憩所から出て
行く。 ＜ チ ェ ック＞ が投票所から戻り 「これは絞れないな一 」と虚空を見つめ呟く。
13時35分、東京第7レ ー スのファンファ ー レがテレビモニタ ー から流れる。 先ほ ど
席を立 っ た親子 （白ハンチン グ女性、5歳ほ どの男の子） が元の右端の一列目に戻 っ
てくる。
定刻13時35分、全馬順調にゲ ー トに入り東京第7レ ー ス出走。 「一番は追い込みな
んだよね」とモニタ ー を見ながら く チ ェ ック ＞ が情報開示する。 「あ ー ー ! 1番ダ メ
だ、中入っち ゃ ってるよ」 と く メ タボ ＞ が駿 ぐ。 1番は振るわず、レ ー ス終盤になり
「東京だから直線長い」と く メ タボ ＞ が1番の挽回の可能性を示唆する。 その通りに、
ゴ ー ル手前で1番が追い上げ先頭。 休憩所の人の視線がモニタ ー に集中する。 もつれ
ながら1番が差し勝つ。 「3着5番じ ゃ ないとダ メ なんだよー 」 とく チ ェ ック＞ が声を上
げながら メ ガネを取りモニタ ー 近くに歩み出る。 13時38分、レー スゴ ー ル付近の リ プ
レイが流れる。 「わかんね ぇ よこれ」と く チ ェ ック ＞ 。 さらにスロ ー のリプレイが流
れる。 「5番、5番、5番 ！ 」と一斉に7人の集団。 「ア オ ー 、よか っ た」と く チ ェック＞
が安堵する。 す ぐに続けて 「つまらね ぇ ー な」と く チ ェ ック＞ が言う。 筆者はこの発
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言 の 意味がつ か め ず。 そ の 後 く チ ェ ッ ク ＞ は 中 央一列 目 に 座 り 右 か ら 2番 目 の テ レ ビ
モ ニ タ ー に 映 る 新渇 の レ ー ス 前 の 様子 を 見始 め る 。
13時41分、 左手給茶 コ ー ナ ー に カ ッ プの補充 の た め 従業員 の 60代女性が入室。 メ ガ
ネ に 赤 み がか っ た 髪 の 毛 、 ワ イ ン レ ッ ド の 制服 を 着 て い る 。 ＜ チ ェ ッ ク ＞ は 長椅子 の
席 を 机 に し て 中 腰 で デ ー タ 表 （ 出 走 馬 デ ー タ ？ ） に 赤 の ペ ン で何 か書 き 込み な が ら 、
マ ー ク シ ー ト を い じ る 。 座席 に 座 っ て い る 人物 は 皆専 門 紙や デー タ 表、 投票用 の マ ー
ク シ ー ト な ど何か し ら に 書 き 込み を し て い る 。
13時42分、 「 ま だ5分 も あ る の か、 平気平気」 と く チ ェ ッ ク ＞ 。 5分 っ て 何 だ 、 と 筆
者 モ ニ タ ー を 見 る 。 新湯 第8 レ ー ス が発走五分前 と 表示 さ れ て い る 。 ＜ メ タ ボ ＞ が
「京都 も 買 っ て お か な い と 5分 し か な い よ 」 と 煽 る 。 「 あ ー 、 やべやべ」 と く チ ェ ッ ク ＞
笑 み を 浮かベマ ー ク シ ー ト を い じ る 。 す で に 記入済み ら し い 。 給茶 コ ー ナ ー に ば汗 を
か い た 小学校低学年 の 女 の 子二 人 と そ の 母親 ら し き 女性。 馬場内 に は マ ス コ ッ ト キ ャ
ラ タ ー フ ィ ー の 巨大バ ル ー ン が設置 さ れ て い る （全体図参照） 。 昼過 ぎ の 暑 さ の せ い
か給茶 コ ー ナ ー に は ひ っ き り な し に 人が訪 れ る 。
13時45分、 右端一列 目 に 夫婦がや っ て く る （前 に い た 母親 と 子供が ど こ か に 行 っ た
こ と に そ こ で気がつ く ） 。 夫 は40代痩せ型、 リ ュ ッ ク を 背負 い 、 口 髭 を 生 や し て い る 。
妻 は40代、 手 に ホ ッ ト ド ッ ク を 持 っ て い る 。 座席 に 着 く と 早速 ホ ッ ト ド ッ ク を 食べ る
妻。 筆者 の 後 ろ で子供 の 泣 き 声が し て 筆者 後 ろ を ち ら っ と 見 る 。 4歳 に も な ら な い 子
供 （性別不 明 ） が転 ん で 泣 い て い る 。 母親が 「 あ ー あ ー 」 と 言 っ て い る 声 だ け 聞 く 。
13時46分、 ＜ ハ ン チ ン グ メ ガ ネ チ ェ ー ン ＞ 馬券 を 買 い に 投票所へ。 13時47分、 筆者
の 目 の 前 の 座席 に 子連 れ の 父親がや っ て く る 。 30代 、 紺 の シ ャ ツ 、 オ ー ルバ ッ ク 。 子
供 は 5歳 く ら い の 女の子。
13時47分、 く チ ェ ッ ク ＞ い つ の 間 に か投票所 に 行 っ て い た ら し く 、 投票所か ら 帰 っ
て く る 。 目 の 前 の 座席 に 来 て い た 女 の 子 がペ ッ ト ボ ト ル の オ レ ン ジ ジ ュ ー ス を 開 け 、
ひ た す ら 飲み 続 け る 。 30秒以上飲 ん で い た が、 よ く 見 る と 飲 ま ず に 飲み 口 に 口 を つ け
て 遊 ん で い る だ け だ っ た 。
13時50分、 く チ ェ ッ ク ＞ が投票所 に 向 か う 。 ＜ メ タ ボ ＞ が 中 央一列 目 に 移動 し て モ
ニ タ ー を 注視す る 。 新潟 第8 レ ー ス が発走。 ＜ ハ ン チ ン グ メ ガ ネ チ ェ ー ン ＞ が 「 あ ー
あ ー あ ー 」 と 新潟 の レ ー ス を み な が ら 嘆 く 。
13時52分、 新潟 第8 レ ー ス ゴ ー ル 。 間 も な く く チ ェ ッ ク ＞ が外か ら 帰 っ て き て 「新
潟 ？ 」 と 聞 く 。 ＜ 白 髪 キ ャ ッ プ ＞ と く メ タ ボ ＞ がモ ニ タ ー 前 に 出 て 「8-3-1 だ」 と リ プ
レ イ で確認。 8番 は 人気薄 だ っ た ら し く 「 思 わ ぬ と こ ろ が ね 」 と く メ タ ボ ＞ が 目 を 大
き く す る 。 そ の 時 く チ ェ ッ ク ＞ が何や ら 騒 ぎ始 め る 。 馬 券 を 探 し て い る ら し く 、 ジ ャ
ン パ ー や ズ ボ ン の ポ ケ ッ ト を ま さ ぐ っ て い る 。 「買 っ て あ る か も 、 な い な い な い 」 と
ポ ケ ッ ト か ら 紙 を 次 々 に 出 し て 騒 ぐ。 そ れ を 見 て 「勘違 い勘違い」 と く メ タ ボ ＞ があ
ざ笑 う 。 す ぐ に 「 あ っ た 一 ！ か っ て た ー ！ ほ ら 」 と く チ ェ ッ ク ＞ が馬券 を 発見。
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13時55分、京都第8レ ー ス始まる。 先ほ ど く チ ェ ック ＞ は京都の馬券を買いに行っ
て いたよう。 ＜ 白髪 キ ャップ ＞ が中央二列目から一列目に移動。 「あ ー やっち ゃ っ
た 一 」と く チ ェ ック ＞ が天を仰 ぎながらモニタ ー 前に歩み出る。 ＜ チ ェ ック ＞ はス
タ ー トで遅れた馬を押していたらしい。 レー スの結果は芳しくなかったようで 「ツラ
目だ」と言いながら、 く チ ェ ック ＞ は元の席に戻り、「全然気がつかなかった ぁ 」 と
続けて 嘆く。 着順13-3-14。 114買ってたら三 連単だよ」と く チ ェ ック ＞ 。 中央一列目
からく 白髪キャップ＞が黙って 元の中央二列目に戻る。
14時00分、 く チ ェ ック ＞ が外に出て 行く。 いつの間にか く メ タボ ＞ もいない。 ふ
と右手を見るとベビ ー コ ー ナ ー に列ができ て いる。 ホッ トドックを食べていた右端
一列目の女性が丸めた紙くずを給茶 コ ー ナ ー のゴミ箱に捨 て、投票所へ向かう。 入
れ違いに く メ タボ ＞ が戻って くる。 続 い て く 白髪 キ ャップ ＞ が馬券を買 いに投票
所へ。 ＜ チ ェ ック ＞ が戻って き て 「三 連単7万だっ て よ ぉ J と嘆く。 先ほ どの京都
第8レ ー スの配 当に関 し て だ。 「Yさんいないから取れないよ」 と く チ ェ ック ＞ が
＜ 緑ジャンパー ＞ に言う。 今日はYさんがいないらしい。 「Yさんいればね え 、いって
たよ」とく 緑ジャンパー ＞ 。 Yさんは優秀な予想師のようだ。 「でもYさんいるとうる
さくてね。 いないと集中できるよ」とく 緑ジャンパー ＞。 話は次第にこの日不在のY
さんの問題点に関する方向に。
14時05分、東京第8レ ー スが間もなく始まる様子。 赤ち ゃ んが泣きながら箪者後ろ
の入り口から入ってくる。 30歳前後の白のシャツを着た母親が抱っこしている。 70歳
前後の男 性集 団はYさんの話を続けている。 Yさんが先日万馬券をなくし、 く チ ェ ッ
ク ＞ は濡れ衣を着せられた、という事件の話だ。 「財布見せろってんだよ ？ こっちは
全く知らないから見せたけ どさ ぁ 。 な ぁ ？ 」 と く チ ェ ック ＞ が周りに同意を求める。
「流石に人のあれ取ってまでさ ぁ 。 嬉しくないでし ょ うよ」と く チ ェ ック＞ が続ける。
「そういうとこあるんだよな」とく 緑ジャンパー ＞ 。
14時07分、東京 第8レ ー ス出走 予定の2番の馬が故 障したと ア ナ ウ ンスが入る。
「えー 、みんな払い戻しだ」とく チ ェ ック＞。 2番の馬は他の馬に蹴られた結果怪我を
したらしいと、右手のベビ ー コ ー ナ ー 付近にいた30代の男 性が70歳前後の女性 （親
子 ？ ） に状況を伝える大きな声の会話で筆者も詳しい状況を把握。 「全部ダメ 、ひ ど
いな一 」と く チ ェ ック＞。 「見てるだけじ ゃ ん」と く メ タボ ＞ がニ コ ニ コ している。 2
番は2番人気の馬で予想に組み込んだ人が多い。 ＜ チ ェ ック ＞ は急いでマ ー クシ ー ト
を記入する。 14時10分、 く 白髪 キ ャップ ＞ が投票所へ。 右端 一列目にいる夫婦はス
ポ ーツ紙を見ている。 夫が持った新聞を覗き込む妻 （ホッ トドックを食べていた妻）。
14時11分、東京第8レー ス出走。 ＜ チ ェ ック＞興味なし。 ＜ メ タボ＞ は2番を予想に
組み込んでいなかったのか、注視している。 着順は10-14-6。 ＜ メ タボ＞ 「ダメ か」と
つぶやく。 係員が給茶 コ ー ナ ー のお茶の補充をしている。 やはりワインレッドの制服
を着用。 「取り消しがあるから捨てないでね ぇ 」と く メ タボ＞ が く チ ェ ック＞ に言う。
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「あぶね ぇ 、あぶね ぇ 」とおどける ＜ チ ェ ック ＞ 。 「2番くればな 一 、全部揃ったよ」
と く 緑 ジャンパー ＞。
14時16分、新潟 第9レ ー ス出走。 ＜ メ タボ ＞ が中央一列目に移動。 14時17分、子供
と ご飯に行っていた く 巨 漢 ＞ が子供と共に帰ってくる。 14時18分、新湯レ ー ス終了。
着順確認せず。
14時19分、 く 緑 ジャンパ ー ＞ が 「俺に言ってくれれば入れてきたのによ ー 」と
言っている。 なんだろうと筆者注視する。 「あ ー しまったな ぁ 」 と く チ ェ ック ＞ 。
く チ ェ ック ＞ は新渇 第9レ ー ス三連単の予想を的中させていたが、マ ー クシー トを記
入したのみで馬券を発券していなかったようだ。 他の6人に見せて匝っている。 ＜ 白
髪キャップ ＞ がマ ー クシ ー トを確認し 「あー 、間抜け」と笑顔で一 言。 「買っとけば
よかったな ぁ 」とくチ ェ ック＞。
14時23分、 く チ ェ ック＞ は先ほどから発券しそこなったマー クシー トを見せて回っ
ている。 「 ア ッ いな 一 、 ア ッ ぃ 」 と く チ ェ ック ＞ が息を吐きながら。 何が アツいのか
は筆者にはわからない。 「あ ー 、でも8400円 じ ゃ ん、大したことない」 と三 連単の配
当をモニタ ー で確認して く チ ェ ック ＞ がうそぶく。 「でも8400円だもんな一 。 勿体な
いよ」 と く 色黒白 ジャンパ ー ＞ が専門紙に目を落としながら言う。 「こういう時Yさ
んいればな ぁ 」 と く 白髪キャップ＞ がいう。「いってくれたよな」と く 緑 ジャンパ ー
>。 Yさんは万能なのか。
14時25分、会話呈が膨大なので文章の長さが気になり、後ろ髪を引かれながらメ イ
ンレ ー ス （第11レー スG II 青葉賞）を待たずして観察終了。 「1000万くらいのとりて一
な一 」 とく チ ェ ック＞が吐き出すように言葉を漏らすの を 出際に間近で聞いて休憩場
を出る。
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3 中華料理店 を 観 る
観察者 ： 祁雅楠
麟 ： 5月 5 日 （土） 16 : 00-17: 30ごろ
場所 ： 府中駅近くの中華料理店s
因 ： 曇り時 々 晴 れ
［時系列的な流 れ】
15 : 51 府中駅着。 改札口前に多くの人。「くらやみ祭」の宣伝用チラ シが目に付く。
16: 00 中国料理店S入店。 → く入店 ・ 注文 ＞ の観察結果参照
16 : 10 店の一番奥ところに観察開始（図の椅子に座る）。 → く着席＞の観察結果参照
17 : 25 会計。 → ＜ 退店 ・ 会計＞の観察結果
17: 30 観察終了、 中国料理店Sを去る。
観察者は府中駅に到着。 祝 日 の賑わいで駅の改札口前に多くの人がいる。 その中
で、 特に 「ーノ 宮神社」と書かれたはっ びを着ている40代後半の男性2、 3人は一際目
立つ。 当 日 、 ここにたくさんの人が集まっているのは ゴー ルデンウィー クの影響だけ
ではなく、 府中駅から徒歩5分のところにある大國魂神社で盛大な祭りを行っている
からであると思う。 府中の大國魂神社では、 5月 5 日 の神輿渡御を中心として、 「くら
やみ祭」が行われる。 3 日 の「競馬式」、 4 日 の 「万燈大会」「三車行列」、 5 日 の「太鼓
送り込み」、 6 日 の「神輿還御」など様々 な行事が行われ る 。 そして、 本 日 の18: 00か
ら暗闇の中で最高の盛り上がりを見せる 「神輿渡御」という行事が行われる。 駅の改
札口から徒歩7分で、 四 川 風の中 国料理店Sに到着した。 店の入り 口 に 「紹興酒」と
書かれた大きく赤い酒壷が二つある。 酒壷の隣には、 夏期限定料理を宣伝するための




16 : 00頃、 観察者は入店。 中国人女性店員Aは30代前半、 黒髪に低めのポニ ー テ ー
ル、 刺繍がある茶色の制服、 ネー ムプレー トを胸に付けている。 店員 さんは女性Aし
か見当たらない。 女性店員Aは 「いらっしゃいませ。 中にどうぞJ と言った。 店全体
を観察するために、 一番奥のテ ー ブルを選んだ。 その時、 店内では若い世代で人気が
ある中 国人アイド ル、 ルハンという人の歌が流 れていた。 観察者は席に座り、 すぐ
メニュ ー を開き、 おいしそうな料理を探した。 料理の写真を見て、 どれも美味しそ
うだと思った。 困っているうちに、 女性店員Aはお茶を持ってきた。 女性店員A、「お
茶どうぞ。 ご注文はお決まりでし ょ うか」（中国 語だったが、 ここでは訳す。 以下同
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様）。 観察者、 「どっちも食べたいなあ。 全部おいしいそう。 どうしようかな」。 女性
店員Aは観察者の困っているような表情を見て、 自ら料理の紹介を始めた。 女性店員
A、 「うちの料理の量は多いので。 お客さんは1人だから、 1個の料理で結構です。 ち
なみに、 お客さんは辛いものを食べられますか」。 観察者、 「うん、 大丈夫ですよ。 何
かお勧めの料理がありますか」。 そして、 女性店員Aはメニュ ー の3ペ ー ジ目を開い
て、 上から三行目の料理名を指し、 「そうしたら、 鶏肉とピ ー ナッツのピ リ辛炒めは
どうですか。 うちの料理人は四 川出身だから、 これは本場の味ですよ。 」 と勧めてく
れた。 観察者、 「なるほどー 。 じゃ、 これでお願いします。 あと、 ご飯も一つ」。 女性
店員Aは微笑みながら、 注文したものを記録した。 そして、 彼女は「かしこまりまし
た。 少 々 お待ちくださいね」と言って、 キッチンに行った。




この店の入口に一番近いテ ー ブ ルに座る中国人男性Bは、 30代後半、 黒髪の短髪、
白いT シャツ、 ジ ー ンズを身に着け、 黒のスニ ー カ ー を履いている。 男性Bの隣の椅
子に座る男の子は6歳ぐらい、 黒髪の短髪、 黒いT シャツ、 青い半ズボンを身に着け、
黒のスニ ー カ ー を履いている。 男たちの向こうに座る女性Cは40代前半、 黒髪のロン
グ、 黒いワ ンピ ー スを着て、 黒いハ イ ビ ー ルを履いている。 中国人女性Cの 隣に座
る女性Dは30代前半、 茶髪の短髪、 黒いT シャツ、 ジ ー ンズを身に着け、 白のスニ ー
カ ー を履いている。 白いスポ ー ツ シュ ー ズを履いている。 中 国人女性Cの隣りには
チャイルド シ ー トがある。 チャイルド シ ー トに座る女の子は2歳ぐらい、 黒髪の短髪、
ピンクのワ ンピ ー スで、 白い布靴を履いている。 折り畳まれた青色のベビ ー カ ー が
テ ー ブルの下に置いている。 テー ブルの上にはエビチ リソ ース、 豆苗塩味炒め、 黒酢
酢豚と ゴマ 団子、 四つのお皿とご飯三つが並んでいる。 たぶん子供たちのために、 あ
まり辛い料理を注文しなかったのだろう。 女性Dは女の子にご飯を食べさせながら、
中 国人女性Cと話している。 （一番遠い席なので、 会話はあまり間き取れず、 ただの
「ダイエッ ト」、 「帰国」、 「仕事」 などの言葉を聞き取った。）とても賑やかな雰囲気で
ある。
② ヨ ー ロッパ人の客
前のテ ー ブルに座る ヨ ー ロッパ人男性Eは20代後半（ ヨ ー ロッパ人に対する年齢判
断は苦手であるので、 間違っているかもしれない）、 黒髪の短髪、 目が大きく、 唇の
周りに少し髭がある。 彼は首に黒いネックレスをつけている。 緑のT シャツ、 ジ ー ン
ズ、 黒のスニ ー カ ー を着用している。 ヨ ー ロッパ人男性Fは観察者の後ろ向きに座る
ので、 顔はあまり見えなかった。 黒髪の短髪、 筋肉系、 白いノ ー ス リ ー ブのベス ト、
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ダ ー クブル ー のハ ー フパンツ、白いスポ ー ツシュ ー ズを着ている。 テ ー ブルの上に
はエビのチリソ ー ス、陳麻婆豆腐、鶏 肉 と唐辛子の激辛炒め、と三つお皿が並んで
いる。 男 性Eは箸で鶏 肉 一 個を挟んで、口に入れる瞬間、「うん、うん」 と小さい声
を出しながら、頷いた。 「I loooove Chinese food.」彼は大きい声で男 性Fに対してそう
言った。 男 性FもEの感想を同意し、「Yeah, it's amazing.」と言った。 その後、二人は
料理を食べながら、中国料理やイタリ ア 人は親切かどうかに関 する雑談を続けてい
た。
③日本人の客
16: 42頃、日本人男 性1人は入店する。 この日本人男 性Gは40代後半、黒髪の短髪、
黒いスー ツ、黒い眼鏡をかけている。 店員Aが発する 「いらっし ゃ いませ～」の声と
ともに、彼は2、3秒の時間で店内の空席を見回し、右側の四番 目 のテー ブルを選んで
座っている。 女性店員Aは速くお茶を持ってきた。 彼女は日本人男性Gのそばに立っ
て、「 田中さん、ご注文はお決まりでし ょ うか」と聴いた。 この 田中という日本人男
性はメ ニュ ー をぜんぜん見ないで、「いつもの通り、担 々 麺単 品で、お願い。」と微笑
みながら答えた。 女性店員A 「かしこまりました。 担 々 麺単 品 一つ。 少 々 お待ちくだ
さい。 」 と言って、 キッチンに戻った。 先の対話により、 田中さんは こ の店の常連客
だと判断できると思う。 田中さんは料理を待っているうちに、ずっと携帯を使って、
何かを入力していた。
16: 58頃、女性店員Aは担 々 麺を持ってきた。 田中さんは携帯を右側のポ ケッ トに
入れて、担 々 麺を食べ始める。
く観察者の会計と退店 ＞
17: 25頃、観察者は店内のお客さんに対する観察を終え、フィ ー ルド ノ ー トや鉛筆
などの筆記用具をリュ ックに入れ、荷物をまとめ始める。 全部片付けた後、観察者は
リュ ックをかけて、レシ ー トを持って、カ ウ ンタ ー ヘ移動する。 女性店員Aはレシー
トを見ながら、「鶏 肉とピ ー ナツのビリ 辛炒め一つ、ライスーつですね。 合計980円で
ございます。」と言った。 観察者は千 円しかなかったので、千 円の札を渡した。 女性
店員Aは 「ありがとうございます。 では、20 円のお返しします」と言った。 観察者 「あ
りがとうございます。」女性店員A 「本店のポイン トカ ー ドはお持ちでし ょ うか」観
察者 「いいえ、持ってない。 作ってください。」それを聞いて、女性店員Aはカ ウ ン
タ ー の引き出しの中で紙で作られたポイン トカ ー ド1枚を取り、その上にスタンプ1個
を押して、渡 し てくれた。 女性店員A 「またお越しください。」観察者は20 円のおつ
りとポイン トカ ー ドを財布に入れて、店を出た。
17: 30頃、観察終了。
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4 大学 の カ フ ェ を 観 る
観察者 ： 古賀なつき
日 時 ： 5月 1 日 火曜 日 13 : 20-14 : 20 
場所 ： 首都大学東京 学内にある学生や地域の人 々 が利用するカフェおよび、 その付
近のフ リ ー スペ ー ス
［開始時の人物の観察】
1卓には先ほどアイスカフェラテを買ったばかりの女子学生（サ ー クル仲間、 3年）。
2卓にはチェック シ ャ ツにメガネの男性学生。 奥なので詳細あまり見えず。 3卓には 日
本語を母国語としないアジア系女性 と 日 本人男性（カジュアルスー ツ）。 4卓には勉強
をする女子学生。 5卓不在。 6卓はパソコン作業をする女子学生。 ショー トカッ トにデ
ニムパンツと少しボ ー イッ シュな雰囲気（見たことあり、 3年）。 7卓には中国系の男
子学生と二人の 日 本人の女子学生（黒髪ロングと金髪 ショ ー ト）（見たことあり、 1
年）。 中国系男子学生が二人の間に座っている。 8卓には女子学生3人（白のブラウス
と花柄のカ ー デイガンと緑のワ ンピ ー ス）。 9卓には女子学生4人（サ ー ク ル仲間、 2
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【時系列的な観察】
13: 20、9卓、女子4人。 小柄な子がスマホを見て、周りはその様子を見ている。 小
柄な子、「一回で どうにか」「奇跡 ・ ・ ・ 」 と言っている。 スマホで何かを試みている
様子。 5卓に女子学生＝人 （カ ー キの服を着た黒髪ミ デ イ ア ム と黒い服を着た茶髪セ
ミロング） が来る。 8卓の女子と話していたので、知り合いと思われる。
13: 21、7卓、中国系男子と黒髪ロングが話していたところに、その場にはいたが
会話に参加していなかった金髪ショ ー トも加わる。 9卓、女子4人。 各 々 スマホの世界
に入り、無言。 5卓と8卓、知り合いなのに全く話さない。 大学生あるあるの 「よっ
友」 なのか。 12卓、女性。 読んでいた本をしまい、手帳を取り出し何か書いている。
9卓、女子4人。 誰かが 「00に トリ キある」 というとそれに反応 して別の誰かが「え、
同じの見てた」 といった。 スマホで何か店を探しているのか ？
13: 22、1 卓、女子。 トイ レから運動する姿に着替えて出てくる。 鏡を見ながら口
紅を塗って大 ホ ー ルの方へ立ち去る。 5卓、女子二人。 各 々 スマ ホ をみていて会話が
ない。 ここで ア ウ ト レッ ト帰りのようなショッピング袋を持った夫婦がカフ ェ に入っ
てくる。 夫が トイ レに行き妻はド ア 付近で待っている。 6卓、女子。 パソ コ ンは開い
たまま本を出して読み始める。 3卓、男 女。 机の上の何かを見ながら説明している様
子。 12卓、片づけをして大ホ ー ルの方へ立ち去る。 ついでに トイ レに寄る。
13: 25、3卓、男女は時折笑い合って会話をしている。 夫婦、夫が トイ レ から戻り
駅の方へ立ち去る。 5卓、黒髪ミ デ イ ア ム はスマホを片手に持ちながら、もう一人の
方を見て話す。 9卓、帽子をかぶった子が トイ レに立つ。 各 々 スマホタイ ム 。 7卓、中
国系男 子、そこまで流暢ではないが日本語を話している。 金髪ショ ー トが答える。
「それ聞いたことある、日本だと食べきんなき ゃ ・ ・ ・ 」 「外国 だと残すのが礼儀」文
化によって違う食事マナ ー について話している。 6卓、女子。 再びパソ コ ン を いじる。
2卓、顔をあげ髪をかきあげる。 7卓、男女。 笑い声や笑顔な どが頻繁に見られ、和気
あいあいといった雰囲気で会話している。 9卓、女子4人。 みんな一 斉に伸びをし始
め、それを機にスマホから目をはなし、話し始める。
13: 28、5卓、女子。 再びスマホタイ ム 。 9卓、女子。 一人の子の髪色について小柄
な子が「金髪に見えるよ」「写真撮ってあげる」。 7卓、黒髪ロングと中国系男子が話
している。 黒髪ロングはメ モを取っているか。 金髪ショ ー トはスマホ をいじってい
る。 8卓、女子。 互いの顔を見ながら話している。 緑のワンピ ー スは髪をいじりなが
ら ジ ェ スチャ ー も交えて話す。 9卓、女子、写真撮り大会が始まる。 小柄な子が鼻を
かむ。 金髪、「まだ鼻水でるの ？ 」、小柄、「今日メ ンソ レ ー タ ム 忘れたから鼻に塗れ
ない」、私の後輩、「今日忘れ物ばっかだね」。 残りの一人、 トイ レ から戻るも、駅の
方へ行く。
13 : 31、9卓、「00 どこいった ？ 」 該当する子が戻ってくる。 美容院の予約をして
いたという。 その美容院は六本木 に あるらしく、話題は美容院について。 7卓、金髪
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ショ ー トが留学について話している。 2卓、 男はイヤホンを取りだし耳にはめ、 スマ
ホをいじる。 4卓、 それまで角度で見られなかったが、 左利きだということが判明。 8
卓、 緑のワ ンピ ー ス、 靴紐を結 びなおす。 9卓、 美容院を予約して子に質問したり、
スマホで美容院 について調べたりしている。「ロングのス トパ ー 高い」「3万」と言っ
ている。
13: 34、 8卓、 緑のワ ンピ ース、 再 び髪をいじる。 3卓、 女性。 何かを食べた様子で
口がもぐもぐ動いている。 男性は身振り手振りで話している。 9卓、 女子たち再 び各
自スマホの世界へ。 たまに美容院の話題に戻る。 美容院予約の子のスマホ画面が見え
たが誰かとラインしている様子。
13: 35、 6卓、 再 び本を読む。 パソコンは開いたまま。 7卓、 金髪ショ ー ト、 身振り
手振りで「山手線のなかにこう・・ . J ジェスチャー 的に中央線を指しているのか。
1卓に茶髪男子学生が来る。 席に座り、 スマホ片手に ク ー リッ シュを食べている。 9
卓、 小柄な子の持ち物が メ ルヘンチッ ク なことについての話題。「ピュ ー ロってる」。
7卓、 金髪ショー トが トイレに行く。 中 国系男子は黒髪ロングの目を見て話している。
13: 37、 9卓、「ポムポムプ リンは ゴ ー ルデンレ ト リバ ー らしい」 その事実に驚く。
5卓、 スマホもちながら話している。 12卓、 アイスカフェラテと課題をもった女子学
生が来る。 メ ガネをかけた黒髪ポニー テ ー ル。 黄緑のスカー ト。
13: 38、 6卓、 再 びパソコン。 7卓、 金髪 ショ ー ト、 トイレから戻る。 9卓、 小柄な
子が トイレに立つ。 他3人は引き続き、 サン リオの話。「ぐでたま」［切り身ちゃん」。
12卓、 フ ァ ンデ ー ションを頬に塗り、 化粧直しの様子。 そのあと筆箱を出し課題に取
り掛かる。 2卓、 スマホ画面を顔の前に持っていき、 凝視している。
13: 39、 4卓、 女子。 机に突っ伏して寝る。 9卓、 一つのスマホをみんなで囲み談笑。
その後 トイレから小柄な子が戻り、 4人でスマホを囲む。 3卓、 女性がうなずいたのち
話し出す。 8卓、 緑のワ ンピ ー ス、 横髪をいじる。 続けて 白のブラウス、 後ろ髪をい
じる。 7卓、 女子二人が笑いながら話す。 黒髪ロングはカバンから緑のフ ァ イルを取
出し、 中国系男子に見せる。
13: 42、 9卓、 女子。 スマホをかばんにしまい、 駅の方へ立ち去る。 その際もサン
リオの話をしている。 5卓、 女子。 茶髪セ ミ ロン グが片頬を机に付けながら、 スマホ
をいじっている。 1卓、 食べ終わった ク ー リッ シュを捨てて、 大ホ ー ルの方へ去る。
12卓、 リングノ ー ト縦書きに漢字が並んでいるものを見ながら、 紙に何か書いてい
る。 漠文のようなものか。 7卓、 黒髪ロング、 フ ァ イルで口元を抑えて笑う。 2卓、 ス
マホを机の上においていじる。 8卓、 緑のワ ンピ ー ス中心に髪をいじりながら、 前髪
の話。 1卓に白い リュッ ク と手には、 紙類の荷物を持った女子学生が来る。
13: 45、 7卓、 中国系の男子が中国語の読み方を教えている。 黒髪ロングがフ ァ イ
ルの何かを指し、 男子が読み、 金髪ショー トが「すごい」。 6卓、 本を持ちながら、 あ
く びをする。 半分以上は飲みきっているアイスカフェラテを飲み、 カバンからポ ー チ
初めての参与観察 2018年度 「社会人類学演習 II 」の学生レポ ー ト 集一 69 
をだし、 そ こ から ミ ンティアを出して食べた。 パッケ ージの色味からして目覚める系
のものだろう。
13: 47、 ス ー ツ姿の男が来て、 トイレに立ち寄る。 7卓、 金髪 ショー ト。 手で口元
をおおい、 目をつぶ っ て笑う。 爆笑している様子だが、 笑い声はでておらず静か。 1
卓、 女子。 ペンを持 っ て、 何か書いている。 5卓、 互いのスマホを見ながら話す。 と
きどき顔を見合わせている。
13: 48、 4卓、 起きる。 1卓に先ほど座 っ て いた茶髪男子、 戻 っ てきて9卓に座る。
ガムを取り出し噛む。 8卓、 白のブラウス、 トイレに行くついでに ごみを捨てる。 7
卓、 金髪 ショ ー トは飲み物、 黒髪ロングはク ー リッ シュのようなものを持 っ ている。
4卓、 財布を持 っ てカフェヘ。 2卓、 再 びスマホを頻の前へ。
13: 50、 12卓、 スマホに目を移している。 9卓、 カバンから紙を出す。 4卓、 アイス
コ ー ヒ ー を買 っ て席に戻る。 8卓、 緑のワ ンピ ー スと 白 のブラウスが髪の毛をいじ っ
ている。 7卓、 金髪ショー トがジェスチャー 付きで話す。 イン トネー ションの話。「O
〇や っ た 一 ？」「00や っ た」「中国語はそうなのかな」「聞いてるのか肯定している
のか」。 9卓、 イヤホン聞きながら、 紙に目を通している。 4卓、 スマホで何かを見な
がらペンを動かす。
13: 54、 5卓、 各 々 スマホを見ながら話す。 目線はスマホ。 7卓、 金髪ショー ト、 中
国系男子に拍手のジェスチャー 。 8卓、 白のブラウスの言 っ た こ とに、 ほか二人大き
くうなずく。 9卓、 見ている紙が弦楽器のパンフレッ トだとい う こ とが写真によりわ
かる。 7卓、 LとRの発音についての話。 金髪 ショー ト「中国語の標準語は ？」。
13: 57、 9卓、 スマホをいじり始める。 5卓、 黒髪 ミ デイアムが、 スマホを見せなが
ら話している。 8卓、 白 の ブラウスも結構な頻度で髪をいじ っ ている。
13: 58、 3卓、 男性が大きく手を広げて話している。 8卓、 白のブラウスが紙と下敷
きとペンを取出す。 ほかその様子を見ている。 6卓、 紙の資料に目を通す。 7卓、 黒髪
ロング、 机に腕をつけて突 っ 伏し、 寝るような体制。 金髪 ショー トはスマホの内容を
読み上げているようなしぐさ。
13: 59、 4卓、 アイスコ ー ヒ ー に ミ ルクを入れている。 8卓、 白のブラウス、 スマホ
で調べながら何かをメモしている。 12卓、 再 び課題に取り掛かる。 7卓、 一つのスマ
ホを机においてみんなで見ている。 8卓、 大きく笑う。 匂 いの話。
14: 00、 5卓、 各 々 スマホタイム。 4卓、 アイスコー ビ ー をかき混ぜる。
14: 01、 5卓、 スマホから目をはなし、 黒髪 ミ デイアムのカバンから教科書のよう
なものをだし、 茶髪セ ミ ロングが読んでいる。 8卓、 白のブラウス、 再 びスマホを見
ながら書く。 6卓、 爪をいじり始める。 4卓、 前髪をいじりながら課題をする。
14: 02、 6卓、 再びスマホをいじる。 8卓、 緑のワ ンピ ー ス、 髪の毛をいじりながら
声色を変えて、 誰かのまねをしている風。 7卓、 黒髪ロング。 スカー トのプ リ ー ツを
いじる。 5卓、 顔を見合わせて話している。 3卓、 時計を互いに見て、 足元の荷物をま
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とめている。 2卓、 スマホガ ン 見。 3卓、 女性。 机の上を片付けながら話す。 8卓、 白
のブラウス。 熱心に メ モを取っている。 目と紙の距離がとても近い。 5卓、 互いの耳
を見せ合って話している。 7卓、 中国系の男性立ち去る。 女子二人は残ったままスマ
ホをいじる。
14: 07、 5卓、 再びスマホをいじる。 8卓、 ジェスチャー をしながら顔を見合わせ話
している。 4卓、 アイスコ ー ヒ ー を飲みながらスマホをいじる。 8卓、 緑のワ ンピ ー ス
が話して白のブラウスがスマホを見ながら メ モを取る。 たまに顔を上げている。 花柄
は相槌。 7卓、 二人とも女子各 々 スマホをいじっていて話さない。
14: 08、 9卓、 男子は分厚い本を読み始める。 3卓、 男女は立ち去る気配 はすっか り
なくな り 、 再 び話し始める。 5卓、 前のめ り で1つのスマホを見ている。 8卓、 互いの
顔を見ながら話す。
14: 10、 9卓、 男子 トイレに立つ。 8卓、 話す声が大きくな り 、 手振 り も増えて盛 り
上がる。 7卓、 女子二人、 相変わらず話す こ となくスマ ホ。 3卓、 女性、 手を口元に
持っていき笑う。 8卓、 緑のワ ン ピ ー ス、 財布を持ってカフェに行く。 白のブラウス
と花柄が話す。 12卓、 女子、 スマホをいじっている。
14: 11、 9卓、 トイレから戻る。 6卓、 女子の知 り 合いがカフェに来たらしく、 一人
のス ー ツ姿の女子と話している。 伸 びをした。 9卓、 本を手に持つもののスマホをい
じる。 8卓、 緑のワ ンピ ー ス、 アイス カ フェラテを持って戻る。
14: 12、 7卓、 女子、 話し始める。 6卓、 スー ツ女子が、 目の前に座る。 女子 は本は
閉じるがパソコ ン は開いたまま。 机の上を片付け場所を空ける。
14: 14、 7卓、 女子、 楽しそうに笑う。 カ ー ドゲ ー ムを始める。 黒髪ロ ン グ はカ ー
ドをいじ り 、 金髪 ショ ー トが 「 はい」と言っている。 5卓、 再 び各 々 スマ ホ。 6卓、
ス ー ツ女子、 カフェでパ ンを買ってくる。 フ ァ イルと筆箱をかばんから取 り 出す。
14: 15、 6卓、 女子のラテが落下。 中身 はもうないので こ ほれなかった。 女子は拾っ
てそのまま捨てに行く。 8卓、 女子、 再 び話し 出す。 7卓、 金髪ショー ト、 口元を手で
押さえて笑う。
14 : 16、 4卓、 スマ ホをいじっている。 9卓、 本 は 持ったまま、 イ ヤ ホ ン を聞く。
まっすぐ前を見て、 ボ ー っとする。 その後、 本に目を 落とす。 7卓、 黒髪ロ ン グ、
カードをしまう。 8卓、 1つのスマホをみんなでまわしてみる。
14: 17、 6卓、 女子 は課題から手を離し、 本を読むそぶ り 。 知 り 合いにパソコ ン を
見せる。 5卓、 女子、 1つのスマホを見て顔を近づけて話す。 7卓、 金髪 ショ ー トが話
し出す。 4卓、 アイスコ ー ヒ ー を捨てる。 6卓、 スー ツ女子が財布を持って再 びカフェ
へ行く。 9卓、 男子 は周 り の様子をちらちら見て、 集中できない様子。
14: 19、 4卓、 荷物をまとめて髪をいじ り 、 去る。
14: 20、 観察終了。
【感想】
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一番身近でやりやすい場所ということで学内カフ ェ を選んだ。 やり方がうまくわか
らず、とりあえず目の前に起 き たことを羅列してメ モしていくことにした。 席の配置
的に1 , 2, 3卓は あ まり見えず話の内容も聞こえず、逆に9卓の女子たちの話の内容
は、ほとんど聞 き 取れていたので、その差が生じてしまったのが残念であった。 ま
た、7, 8卓などは私に顔が見える向 き で座っている人に関しては動作 ・ 表情を見るこ
とがで き るのだが、私に対して背中向 き に座っている人は、全く顔も見れず、聞 き 取
れなかった言葉も多くあったと思う。 手探りで始めてみて、参与観察をやりながら







あまりないので面白かった。 個人的に女子は短い時間にいろんな話をする生 き 物なの
だと改めて感じた。
5 シ ョ ッ ピ ン グ モ ー ルの休憩所 を観る
観察者： 小手川 悠
麟： 2018年5月6日 （日） 15: 02-16: 20 
場所： ショ ッ ピングモー ルの休憩所
【観察時の状況】
ゴー ルデン ウ ィ ー ク最終日の昼下がり。 観察対象地のショ ッ ピングモー ルは近くに
ア ウ トレ ッ トがあることに加え、この日は連休最後とあり、いつにも増して人で賑
わっていた。 ショ ッ ピングモー ルの入り口にはたくさんの人が行列を成しており、ど
うやら連休企画のハ ッ ピ ー 抽選会なるものを催しているようだ。 人ごみをか き わけな
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【時系列的な観察結果】
15時02分、 小学生 頃の男の子2人と両親の家族連れがやってきた。 男の子2人はソ
フ ア に座ると、 母親から差し出されたジュー スを一気飲みしている。 この 日 の気温は
26℃ 。 買い物で疲れたのだろうか。 額には汗で少し濡れた前髪がうかがえる。 父親は
ソフ ァ に座らずどこかへ行ってしまった。 子供2人はジュ ー スを飲むのに飽きたのだ
ろうか。 どこか落ち着かない様子で、 ペッ トボ トルを振り回し、 近くのマッサ ージ機
に奥味を持っている。 母親は買い物袋から買ったばかりの商 品を取り出し、 チェック
している。 しばらくすると父親が戻ってきた。 ばんぱんに詰め込まれた リュックサッ
クを背負い、 ソフ ァ に腰かけ、 子供の相手をする姿はどこか疲れた様子である。 5分
後家族は行ってしまった5
15時20分、 目 の前に中学生と思われる女の子2人組がやってきた。 白 いT シャツを
着た少女Aは 目 の前の100 円 ショップで買 ったと思われる派手な蛍光色のバッ テ リ ー
充電器を早速開け試し充電をしている。 緑のロング シャツを着た少女Bは 自身のスマ
ホをいじりながら話を合わせている。 不良品だったのだろうか。 少女A「まだ間に
合うよね ？ 」少女B 「え ー 大丈夫かな ぁ 。 も う開けちゃってんじゃん」少女A「で も
袋とレ シ ー トあるから大丈夫だよ。 今なら間に合う。 行こう」そう言って席を立ち、
返品をしに 目 の前の100 円 ショップヘと再度向かった。 数分後、 新しいパッケ ージを
持って微笑んでいる彼女達が見えた。 十分後、 少女たちは再び戻ってきて先ほどとは
違う席に腰かけた。 少女Bのスマホでセ ルフィ ー を撮っている。 あごをひくのがポイ
ン トのようだ。 数枚撮り終えた後はすかさず写真をチェックしている。 写真の出来に
満足したのだろうか。 少女Bはスマホを も も の上に置く。 黒い リュッ ク サックから赤
いパッケ ー ジに包まれたお菓子を取り出し食べ始める。 食べるのが初めてなのだろう
か。 パッケ ー ジ後ろにある説明文を凝視している。 半分ほど食べた後に袋を丸めて
リュックサックに戻す。
15時30分、 前方に中学生頃の少女2人組がやってきた。 2人と も 青い色の買い物袋を
持っている。 恐らく上の階にある本屋さんの袋と考えられる。 二人と も 早速中身を取
り出して緑色の説明書のような も のを見ている。 少女C 「あっ割れました。 あんま興
味ない。」すぐに袋に乱雑に戻すと次の商 品を手に取り再 び開封する。「あー あたり」
喜んでいる。 どうやらアニメキャラの箱に入ったフィギュアのような も のだ。 次に
取り出した複数の缶バッジが入った箱型商 品の側面には¥3500 + 税の文字が見える。
「1 ヶ 月 のお小遣い5000 円 だよ。 これでほぼ消えるよね。 はは」少女D も 自身の購入
品をチェックし終え少女Cが全ての商品を開封するのを待っている。 手持無沙汰でソ
フ ァ に浅く座る姿は少し退屈そうに見える。 全ての商品をチェックした後2人は行っ
てしまった。
15時前から16時30分、 年配女性4人組。 向かい合ったソフ ァ に2人ずつ腰かけて雑談
を楽しんでいる。 4人中3人は手押し車を足元に置いている。 私の後ろに座っているた






15時30分、40代と思われる女性1人が横に座った。 レシ ー トを見て何やら計算をし
ている。 この日はショッピングモー ルの企画でハッピ ー 抽選会なるものを入り口で見
かけたため、それに参加するのだろうか。 レシー トをしばらく整理した後、それらを
黒色のバッグに戻し女性はす ぐに行ってしまった。
15時40分、赤いジャケッ トを羽織った少し色黒の男性が目の前のソフ バこ 浅く座っ
た。 右足のスニ ー カー の紐はほどけている。 スマホを終始いじっている。 柄がかなり
色あせた年季の入ったショルダ ー バッグから何かを探している。 結局何も取り出すこ




きた。 黒いショルダ ー バッグから、 ニンテンド ー スイッチを取り出し少し周囲を気に
する様子です ぐさまゲ ー ム を始めた。 足を組み前方を見上げて一時ゲ ー ム をやめたが
す ぐに再開。 二十分後、兄と思わしき人物がやってきた。 弟の肩に手をかけ声をかけ
る。 弟は ［何」 と兄を見上げる。 兄は横に腰掛け弟のゲ ー ム を見ている。 両親がやっ
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6 公 園 の ベ ン チ を観る
観察者 ： 塩沢小晴
日時：4月29日 （ 日 ） 14: 33~15: 24 
場所：羊 山公園 芝桜 の丘 （埼玉県秩父市）
【概要］
チ ケッ トを購入し、園内に入る と ゴ ー ルデン ウ ィ ークを満喫しよう と 訪れた観光客
で溢れ返っていた。 その人 々 の 波に乗り、途中写真を撮るためにしばしば立ち止まる
こ と を考える と 、芝桜 の 丘は一 周するのに少なく と も20分はかかりそうな広さがあ
る。 混雑 の度合いは、朝や夕方に電車の ホ ー ム から乗り換えのために改札へ行くエス
カレ ー タ ー に並ぶ時に感じる、なかなか進まない と いう感覚に近い。 しかし こ の日、
人 々 の賑わいは一か所に集中していた。 それは、今年の温暖な気候の 影響で花の見頃
が早まり、 ゴ ー ルデン ウ ィ ークには周りの 高い木 々 に日を遮られていた一部分が辛う
じて開花している状況だったからだ。 私は公園入口右手のその 一角を楽しんだ後、図
の位置にあるベンチに移動し、参与観察を始める こ と にした。
【登場人物］
●親子
父親· · ·30代後半。 スマー トフ ォ ンを操作し続ける。
母親.. ,30代後半。 時 々 子 ども達に注意するが、景色を眺めている。
兄 • • •小学3~4年生くらい。 グレ ー 地に赤字でGAPと描かれた半袖のTシャツ、濃い
青の ジー ンズ。
弟 …年長～小学1年生くらい。 兄 と お揃いの コ ー ディ ネ ー ト。
●カップル （おそらく夫婦）
男 性. . ,40代半ば。 白いYシャ ッ 。 終始スマ ー トフ ォ ンを操作し続ける。
女性・ ・ ・ 40代半ば。 白いパーカー を頭から羽織り、夫の肩にもたれかかって寝ている。
【観察結果】
14: 33 背もたれがある木で作られたベンチに座る。 初夏のような日差しをもろに
浴びながら、スマー トフ ォ ンのメ モを立ち上げる。 私の右にある同じ背もたれ付きの
ベンチには40代半ば と 見られる夫婦が座っている。 夫は白いYシャツを着ており、右
手でスマー トフ ォ ンを操作している。 妻は白いパー カ ー で頭から背中を覆い、夫の肩
にもたれかかって寝ている様子。 夫の左手は妻の背中に回っている。 私の左には30代
後半の夫婦 と その子 どもの小学3-4年生の兄 と 年長～小学1年生の弟2人が背もたれの
ない木の ベンチに座っている。 子 どもたちはグレー 地に赤字でGAP と 描かれた半袖の
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T シ ャ ツ に 濃 い 青 の ジ ー ン ズ で お 揃 い の コ ー デ ィ ネ ー ト だ。 左 か ら 父兄弟母 の順で座
り 前方 を 眺 め て い る 。 父親 は ス マ ー ト フ ォ ン を 操作 し 、 母栽は風景 に気 を 取 ら れて い
る 。 弟 は 立 ち 上が っ た り 座 っ た り を 繰 り 返 し 、 兄が座 る 位置 を 移動 し よ う と す る と 眉
を 寄せ な が ら 時折 ぐ ず る 。 兄の右隣 り か母 の 隣か を 欲 し て い る よ う に 見 受 け ら れ る 。
14 : 37 時季が過 ぎ た 花 々 の 景色 に飽 き た の か、 弟 が 目 の 前 の 花壇 に 入 ろ う と し た
と こ ろ 、 そ れ ま で芝桜 を 眺 め て い た 母親がそ れ に 気づ き 注意す る 。 そ の 直後母親 の真
似 を し て兄 も 弟 を 指摘す る 。
14 : 43 花壇 を 前 に し や がみ 込 ん で土 い じ り を す る 弟。 ベ ン チ に座 っ た ま ま の兄が
「 は る と パ チ コ ン 」 と 節 を つ け て 歌 い 弟 の 背 中 を 片手で何 回 も は た く 。 弟 は ニ ャ ニ ャ
し な が ら 忙 し く 体 を 左右 に 動かす。 見兼ね た 母親が時折 「 や 一 め 一 て 」 と 兄 を 嗜 め る
も そ れ ほ どの効果は な い 。
14 : 45 兄 は 立 ち 上が り 弟 と 共 に 土い じ り を 始 め る 。 母親が手鏡 を 取 り 出 し 自 身 の
肌の調子 を 確認 し 始 め る 。 弟 が レ ジ ャ ー シ ー ト （ ？ ） が入 っ て い る よ う な 長方形の 薄
い 鞄 を 持 っ て 去 ろ う と し た と こ ろ 母親がそ れ を 止め る 。 こ こ で こ こ ま で何 も 動 き が な
か っ た右 の カ ッ プルが立 ち 去 る 。 そ の 動 き を 見 た左 の 家族が空 い た 右 の ベ ン チヘ移動
す る 。 背 も た れがあ る 方が都合が よ い の だ ろ う 。
14 : 46 兄が 「 ふ り か け ～ 」 と 言い な が ら 弟 に砂利 を か け る 。 父親がお も む ろ に ス
マ ー ト フ ォ ン で 目 の前 の 芝桜 を 撮 り 始 め 、 そ れ ら の写真 を 確認す る 。 青い鞄は椅子 の
上。
14 : 50  母親、 兄、 弟 が父親 を ベ ン チ に残 し 離席。 そ の 間 父 親 は常 に ス マ ー ト フ ォ
ン を 操作 し て い る 。
15 : 02 先 に兄 、 弟 が父親の も と へ帰 っ て く る 。 毎親がア イ ス が入 っ た ビ ニ ー ル袋
を 持参 し て ベ ン チ ヘ。 チ ョ コ と バ ニ ラ の ア イ ス が合 わ せ て3つ 。 木の ス プ ー ン の 使い
方が わ か ら な い兄が母親 に 「 こ れ 曲 げ る の ？ 」 と 尋 ね る 。 母親が兄 の チ ョ コ ア イ ス と
父親の バ ニ ラ ア イ ス を そ れぞれ何 口 ずつ か も ら う 。
15 : 08 兄 は ア イ ス を 食べ終わ る と す ぐ に 立 ち 上が り 、 父親 に 「チ ョ コ （顔 に ） つ
い て る ？ 」 と 確認す る 。 大丈夫 と 分か る と 、 芝桜 を 背景 に 父親 に 写真 を 撮 っ て も ら
う 。 無 表情 で ピ ー ス を し て い る 。 再 び土 い じ り を 始 め て す ぐ、 兄 は 「 こ ん な の 落 ち
て た ！ 」 と カ タ ッ ム リ の 殻 を 母親 に 見せ る 。 こ れ に 食い つ い た 弟 がベ ン チ か ら 降 り 、
「 どれ ど れ ？ 」 と 兄 の 手 を 覗 き 込 む 。 弟 の ズ ボ ン を 後 ろ か ら 母親が直す。 「 は る ち ゃ
ん 、 石、 石 あ げ る ！ 俺の石。 は る ち ゃ ん は お れの 石壊 さ な い ？ 」 と 兄が手の ひ ら く ら
い の大 き さ があ る 石 を 弟 に 見せ る 。 そ し て 「 ダ イ レ ク ト ア タ ッ ク ！ 」 と 言い な が ら 花
壇 の 草 を 盛 っ た 山 を 手で崩 し 平 地 に 戻 し て 弟 の 陣地 （ ？ ） を 攻撃す る 。 そ こ へ 「 （花
壇 に ） 入 ら な い よ 」 と 母親が注意す る 。 「 は る ち ゃ ん こ れ ほ し い ？ 」 と 先 ほ どの石 を
弟 に 見せ る 。 そ し て も う 一 つ 取 っ た小 さ い石 を 大 き い石で叩 き 始め る 。 ど う や ら こ れ
も ダ イ レ ク ト ア タ ッ ク の 一種の よ う だ。 い い な 、 と い う 視線 を 投げか け る 弟 に 「 は る
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ちゃんは次！ 」と兄が諫める。
15: 20 蟻を捕まえようとする弟。 兄が途中立ち去っても気にせず砂利の上に座 り
込み、 カタ ッ ム リの殻を 自分の足に転がして遊んでいる。 それに飽きると、 兄から
貰った大きな石 を 額につけて ゴ リ ゴ リと転がしながら何かを歌っている。 ここで母親
が弟を呼び、 家族がベンチから去る。 ここで参与観察を終了した (15: 24) 。
［感想】
今 回観察を行った経緯は、 たまたま 日 帰 り で秩父に遊 びに行った際、 人の多さを目
の当た り にして、 「ここで観察したら面白そうだな」と思い立ったからであった。 実
際に観察してみて、 屋外だと半径約3メ ー ト ルほどの距離でしか会話内容は聞き取れ
ないということ、 歩くなど、 何かしら動きを伴う人の詳細な観察は厳しいということ
が分かった。 今回は結果的に一つの家族を観察対象とする形になった。 子どもがいた
おかげで家族の リア リティが垣間見え、 楽しく観察することができた。
7 祭の準備 を 観 る
観察者 ： 肖 偕明
日 時 ： 2018年5月 4 日 （金）
場所 ： 東京都府中市平和通 り 付近
天気 ： 晴れ
［概要】
くらやみ祭は、 鋸年5月 に府中市にある大國魂神社で行われる例大祭であ り 、 都指
定無形民俗文化財に指定されている。 今 回はくらやみ祭で行われる太鼓の演奏の準備




A: 七歳前後の男の子。 衣装は野球帽、 白いT シャツ、 茶色いズボンでカラフルなス
ニ ー カ ー 。 母親と一緒。
B: 三歳の女の子。 紺色ボウタイ付きの麦わら帽子、 長袖 シャツとジ ー ンズを着用。
両親と一緒。
c :  五歳前後の女の子。 浅紫色の綿麻生地のワ ンピ ー スを着ている。 左手で叩く （左
利き ？ ）。 母親と一緒。
（二）祭服を着ている人達
D: 40代後半-50代の男性。 中肉中背体型。 紺色の祭衣装を着ている。
E: 50代-60代の男性。 小太 り 体型。 緑色の祭衣装を着ている。 道を誘導する役。
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F: 60代の男性。 背が低い。 袖に「総代」という黒字の赤い腕章を付けている。
【物の観察結果】
太鼓の特徴 ： 高さ約2m。 皮生地の鼓面で、 中心は長年にわたる使用によって数十
本黒い線状の跡がある。 台座と太鼓の側面は木で作られている。 台座の四つの角に金
色の装飾が飾ってある。 下に四つの車輪がある。 鼓の周縁に 白色の太く長い縄が結ん




13: 25 太鼓の打つ音を頼りに、 公園付近の路地にたどり着いた。 観察開始。 太鼓
一座とそれを囲んで祭の衣装を着る十数人の中高年男性達（髪色が白く、 顔はしわが
出て老いを感じる）などを見かけた。
13: 29 Aは一 面の鼓面の前に立って、 左側のDから太鼓の棒をもらった。 Aは大
声で「ありがとう！ 」と言って、 ワ クワ クした表情。 早速太鼓を卯き始める。 Aの母
親は彼の左側で腰をかがめてスマホで写 真を撮っている。 棒を渡した後、 DはAの右
側の後ろに立つ。 彼と一緒に立つのがBの三人組とCの二人組である。 BとCはどちら
も興味津 々 で太鼓を叩く様子をじっと観ている。
13: 33 太鼓を叩く番はBに移る。 Aは棒を渡そうと手を伸ばすが、 Bが照れて甘
えて母親の後ろに隠れる。 代わりにBの母親が頭を少し下げるとAの二人組にお礼を
し、 棒を受けてBに渡す。 その後、 Bは太鼓を叩く。 Aより叩く時間が短い。 途中、 C
の二人組が太鼓の後ろに消えた（休憩 ？ 向こうから観る ？ ）。 Bの父親が同様に左側
で腰をかがめてスマホで写真を撮っている。 Bは母親に言われて棒をDに返す。 Bの
母親が「ありがとうご ざいます」と言った。
13 : 37 Cの二人組が再 び現れる。 Cが太鼓の棒をDから受け、 叩き始めた。 30秒
くらい叩いてみた後、 Cは後ろに立ったBに棒を渡そうとする（飽きたのか）。 二人が
何かを話している。 その時、 ある男の子が道の向こうから走ってきて通りす ぎる。 私
が立っている交差点で彼は左に曲がって走っていった。
13: 38 自 転車で走ってきた三人組が私の後ろから太鼓を通りす ぎる。 三、 四 十代
の男女と十代前半の男の子（両親と息子か）。 男女の後から男の子がついてきた。 あ
る祭衣装の男性が現れ、 慌てて道を開けてくれる。 三人組の姿が消えた。
13: 39 十 数人の祭衣装の中高年男性達が向こうから現れる。 太鼓の側面から伸 び
た二本の長くて太い縄を引いて平和通りの方に散開し、 隊列になる。 片側七人で、 両
列の隊に。 全員が移動の準備中。
Eが私の右側lmのところに立った。 列 になる過程を見ながら彼に話を聞いてみた。
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以下、 対話を記す。
* * * * * * *  
私 ：「これから大國魂神社にむかうの ？ 」





私 ：「みんなって…なんだっけ• • •どうやって集まるの• • •地元の方々 ですか ？ 」
E: 「そうね。 昔からの慣習があって、 000000 (話がうまく聞き取れなか っ た）。 」
私 ：「へえ、 昔ながらです ね。 」
E: 「うん。 緑の服を着ている人 は同じグル ー プで、 『ニノ 宮』 という。 」 と言いなが
ら 自分のえりにある白い字の 「ニノ 宮」を指して、「ほかの色を着ている人 は多分他
の地域から来ると思う。」
私 ：「へえ。 なるほど。 凄いです ね。 」
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  
13: 44 対話終了。 E は 隊列前端に移動。
13: 45 太鼓の移動開始。 四人が太鼓の上に座ったり立ったりしている。 隊列が縄
で太鼓を引きながら二列で緩やかに移動。 後ろに二十人くらいの祭衣装の人がついて
いる（特に車椅子に座る祖父と車椅子を押す孫の祭衣装二人組が印象的）。 その人達
の多数は緑色の祭の衣装を着て（「ニノ 宮」組 ？ ）、 他にも紺色、 和風柄（チェッ ク 柄
など）がいる。 衣装 の 後ろに 「大国魂」、「御太鼓」、「祭禰」などの黒い文字また は紋
がある。 また、 彼らの多数は黒い「太鼓」とい う 字が書かれ、 赤色の線が一筋 はいた
帽子を被っている。 他、 麦わら帽子、 野球帽、 さらに帽子をかぶっていない人も数人
いる。 彼らの後ろにさらについているのがさっきの子供と親達を はじめ、 祭を観る人




て長い 白色の灯籠を持つ。 灯籠に 「ニノ 宮 御太鼓」という黒い文字が書いてある。
13: 52 平和 通り到着。 ここで太鼓の移動がいったん停止。 側面の二人は腰をかが
めて灯籠を鼓面に当たって、「ほー らい」と叫 び、 立ち上がたそばから下の人が全力
で太鼓を打つ。 隊列以外の祭衣装の人 は 通りの両端に散開し、 それぞれの位置に立
つ。 Fが彼ら全員を誘導して交通を整理する。 その後、 Fと数人の誘導役が鼓の方に
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戻り、隊列と鼓の移動を誘導する。 隊列と鼓が通りを渡って、車道の私の向こう側に
止まった。
13: 58 ち ゅ うバスが私の左側か ら 通りす ぎる。 Eは紅白色の灯籠を持って、交通
を整理する。 太鼓の上にいた二人が降りて、残り二人がさっ き の動作を繰り返し、下
にいる鼓手も打ち続ける。 他の人が話をし始めたり、花壇に座っていたりし始め、寛
いだ雰囲気になる。 通行する人達は歩 き なが ら 観たり、立ち留まって観たり鼓の打つ
場面を満喫する。
14: 05 観察終了。
8 パ ン屋 を観る
観察者 ： 二宮未衣
詞 ： 5月2日 （水） 午前7時過 ぎ
場所 ： 調布駅のパン屋
【時系列的な観察］
7: 15、入店 (7: 00開店）。 イ ー トインスペ ー スの恥の席に座り全体を眺めるとす
でに4人が朝食をとっている。 私は全体を見渡せ観察しやすそうな⑳のソファに座る
（以下、番号はイスの場所を指す。 図参照）。
7: 30、観察開始。 店内には②、④、⑬に女性客と⑨に男 性客が座って朝食をとっ
ている。 女性客のうち⑬は読書、他の②、④はスマホをいじっている。
私の席の右側の⑳の席に60代く ら いのおばさんがやってくる。 お盆には コ ーヒ ー が
のっていて、 き ちんとした身なりで化粧 も しつかりしている。 するとおばさんがレジ
の方に店員を呼びに行った。 店員を席の方まで連れてくると客席の近くに放置して
あった荷物が気になったようで、店員はおばさんに ［大変失礼いたしました」と言っ
て放置 し てあった大 き な荷物を、脇にお盆をはさみなが ら 邪魔にな ら ない従業員室の
前にひいた。 その女性店員はレジに戻ると き も再びおばさんに「お客様大変失礼いた
しました」と言って戻っていった。 おばさんは コ ー ビ ー を飲みなが ら 持参した新聞を
読み始める。
7: 33、男 性客が入って き て⑫の席を確保する。 そこにおばさん二人が会話をしな
が ら 店内に入り、⑤と⑥の席を確保してか ら パンを選びに行く。 60代ほどと40代ほど
なので親子と思われる。
7: 37、ひとりのおばさんがキ ャリ ー ケ ー スを引 き なが ら 入店。 席にはつかずその
ままパンの売り場へ行く。
7: 38、⑤と⑥の親子2人が戻ってくる。 ぅ っす ら 会話が聞こ えてくる。 そこにオレ
ンジ色の派手なキャリ ー ケ ー スを引いたおじさんが入店。 何も買っていないようだが
私の正面⑯のカ ウ ンタ ー 席に座り、机に肘をつ き なが ら しば ら くじっと外を眺めてい
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る。 外は通勤通学の人がいそいそと歩いている。 すぐにコー ビ ー をふたつ持った妻が
⑮の席に来て、 その男 性は「ありがとう」といってコ ー ヒ ー を受け取る。 夫婦で、 ニ
人とも リュックサックを担 ぎ帽子をかぶっていている。 夫は正面を向いているが妻は
夫の方を向いて仲 睦ま じげに話をしている。 ふと横を見ると⑳の席のおばさんは新聞
を読むのをや めスマホをい じり始めていた。
7: 41、 ⑮⑯席の夫婦の会話が少し聞こえてくる。 妻が「昨 日 はね、 四時くらいに
眠くなったの」というのが聞こえてくる。 おなかをさする動作も見せる。
7: 44、 夫婦は早くも退店。
7: 45、 女性客が2人入店する。 ひとりは⑩、 もうひとりは角の①に座ってコンセン
トにスマホの充電器をさし、 そのままスマホをい じり始める。
7: 48、 青のギンガムチェックにベ ー ジュのチノ パンをはいた男 性がレジの方から
やって来て、 先ほどの夫婦の夫が座っていた⑯に座る。 手に持っていた「1」 と書か
れた番号札をテ ー ブルに置く。
7: 49、 メガネをかけたサラ リ ー マンが私の座っている席からひとつ 空けて隣の⑫
の席に来る。 荷物を置いて席を確保してからパンを選びに行く。 ほほ同時に私の隣の
⑳の席に太った40代のOLが来て座る。 目玉焼きがのった ト ー ス トとコ ー ヒ ー を持っ
ている。 砂糖と ミ ルクを入れマドラ ー でかき混ぜる。 スマホを片手に ト ース ト を 頬張
る。 テ ー ブ ルの上には 自分のバッグ、 向かいの⑲の椅子には中身がたくさん入った
ス ー パ ー の袋を置いている。 耳にはイヤホンをつけている。
7: 51、 ⑳の席をすでに確保したサラ リ ー マンが売り場から戻ってくる。 メロンパ
ンとアイスコ ー ヒ ーを買ってきた。
7: 53、 ⑯のギンガムチェックの男 性のもとに店員が来る。 女性店員は「お客様大
変お待たせいたしました 一 Aセッ トの ト ー ス トでございますごゆっくりどうぞ ー 」 と
棒読みに言ってレジの方へ帰っていく。 男 性はスマホをい じりながら頭をち ょ こんと
下げる。
7: 57、 最初からいた⑬の席の読書をしていたおばさんが退店。
7: 59、 女性が入店する。 ⑬のカウンター 席に座る。 パンひとつとアイスコ ー ヒ ー
をお盆にのせている。
8: 02、 ⑫にいたメガネのサラ リ ー マンが退店。 ⑦と⑧のカウンタ ー 席にレジの方
から女性二人が来る。 そのうちのひとりが「ここスマホ充電できるん！ 」と言った。
さっきギンガムチェックの男 性が持っていた番号札lをカウンタ ー に置いている。 確
か先にレジの方で「お持ちしますのでお席でお待ちください」と聞こえたようにも思
つ 。
8: 03、 私のとなりの⑳のOLが化粧ポ ー チを取り出して鏡を見ながら リップを塗り、
退店。
8: 06、 ⑦と⑧の番号札1を持った女性2人のもとに、 ギンガムチェック時と同 じ女
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性店員 が来 る 。 そ の 店員 は 「大変 お 待 た せ い た し ま し た ご ゆ っ く り ど う ぞー 」 と 言 っ
て 再 び レ ジ の 方へ戻 っ て い く 。
8 :  07、 メ ガ ネ の サ ラ リ ー マ ン が座 っ て い た⑫の 席 に メ ガ ネ を か け た お ば さ んが来
て 座 る 。 屋 内 だが帽子 を か ぶ っ て い る 。 い っ た ん座 っ た がす ぐ に 立 ち 上 が り OLがい
た ⑳ の 席 に 移 る 。 お 盆 に は チ ョ コ ク ロ ワ ッ サ ン と コ ー ヒ ー がの っ て い る 。 食べず に し
ば ら く ボ ー ツ と 前 を 見 て 考 え 事 を す る oo秒 く ら い ） 。 腕 時計 を 外 し て コ ー ヒ ー に ミ
ル ク を 入 れた後、 チ ョ コ ク ロ を ぼろ ほ ろ こ ぼ し な が ら 食べ、 ズ ボ ン に 落 ち た パ ン く ず
を は ら っ て 床 に 落 と す 。
8 :  10、 ⑯の 席 に い た ギ ン ガ ム チ ェ ッ ク の男 性が退店。
8 :  12、 ⑯の カ ウ ン タ ー 席 に 太 っ た サ ラ リ ー マ ン が来 て 朝 食 を と る 。
8 :  13、 メ ガ ネ の サ ラ リ ー マ ン が座 っ て い た ⑫ の 席 に 20代後半 く ら い の OLが く る 。
お 盆 に は パ ン ふ た っ と ホ ッ ト ミ ル ク がの っ て い る 。
8 :  15、 若 い 男 性が レ ジ の 方 か ら の そ の そ と 歩 い て き て ⑪ の カ ウ ン タ ー 席 に 座 る 。
盆 に は フ レ ン チ ト ー ス ト と 飲み 物 が の っ て い る 。 こ こ で入 店 し て か ら ち ょ う ど1 時 間
が経過 し た の で参与観察 を 終了 し た 。
［図】
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9 バ ス 停 を観る
観察者：松崎かさね
日時 ： 2018年4月29日 ( B )  13 : 45 - 14 : 45 







「福祉センタ ー 前」という名前のこのバス停は、横浜市泉 区にある自宅から歩いて3
分ほどのところにある。 通学の時は20分ほど歩いて駅まで直接行ってしまうため、普
段はなかなかバスを使わないが、 アルバイ トで夜勤をする日は、いつもここからバス
に乗って駅まで行くようにしている。 そのため、今囮の参加観察も私が アルバイ トの
日にいつも利用する時間帯を選んで行なってみることにした。
戸塚駅から弥生台駅に向かう方のバス停は、老人福祉センタ ー の眼の前にあり、そ
の左右には市営のスポ ー ッ センタ ー とお寺が建っている。 バス停の標識のす ぐ 隣に
は、3人掛けの水色のベンチが置いてあり、そのす ぐ後ろには一 本の大きな植木が、
余裕でベンチを覆うくらいの木陰を作っている。 植木のす ぐ側にはプランタ ー が2つ
並び、白や黄色のパン ジー が咲いている。 ここのスペ ー スが福祉センタ ー の駐車場と
一続きになっているためか、きれいに整えられ、広 々 としている印象がある。
一方で向かいの、戸塚駅に向かう方のバス停は、明るめの茶色い壁の2階建て ア
パー トの目の前に設置されている。 アパー トの各部屋のベランダからはたくさんの洗




バス停をセンタ ー 側、後者を アパー ト側と呼ぶことにする。
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【現場での具体的な情報】
< 14: 01 - 14: 14> 
駐車場e
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ス ポー ツセ ン タ ー
センタ ー 側に私が立っていると、スポ ー ツセン タ ー 側から歩いてきた夫婦らしき2
人が、私のす ぐ前を横切る。 どちらも眼鏡をかけており、50歳代くらいに見える。 妻
の方がやや前を歩いており、夫は黒い大きなリュ ックを背負っている。 夫の青シャ ッ
が爽やかである。 2人はセンタ ー 側のバス停のす ぐそばにある、木陰に覆われたベン
チに腰掛けた。 内容は聞こえないが、ぽつりぽつりと何かを話している。




程の夫のす ぐ 隣に座る。 妻は相 変わらず立っており、3人は無言のまま時が過 ぎる。
今日は休日だからか、道路を走る車の量がいつもよりも多く、途切れることが ない。
道路の向こう側 （ ア パー ト側） にバスが来た。 5人が前方のド ア から降りる。 1人は
制服を着た女の子 （高校生か） で、片足を引 きずっている。 上履きや大きなバッグが
重そうだ。 あとは母親らしき人が小さな子供と手をつないで歩いている。 「扉が締ま
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認すると、ち ょ うど14時11分である。 バスが時間通りに来ないため、自力で駅に行く
ことにしたのだろう。 その男性と入れ替わるようにして、今度は黒い服の女性がベン
チに座る。 するとさらに、今度はスポ ーツセンタ ー がある方向から中学生らしき女の
子が来る。 今日は暖かい日だが、 トレンチ コ ー トを羽織っている。 女の子はベンチの
後ろにある木の、さらにす ぐ後ろに立つと、スマホをいじっている。
それからさらに2分程経つ。 すると、バス停横に立って道路を眺めていた妻が、初
めて夫の方を向く。 夫はスポ ー ッ センタ ー の方向にちらりと 日 線をやると、「 来た」
と妻に言う。 見ると、「弥生台駅」と表示されたバスが、こちらに向かって来ている
のが確認できる。 ブ ー ン、という大きな音がしてくる。 妻は水色の日傘をたたみ、夫
は立ち上がって黒いリュ ックを背負 う。 隣にいる黒い服の女性はしばらくそのまま
座っていたが、バスが 且 の前まで来ると、すっと立ち上がる。
バスが停まり、プシュ ー という音とともに前後のド ア が開く。 男 性運転手の 「弥生
台駅行です」というア ナ ウ ンスが聞こえる。 気がつくと、妻のす ぐ後に夫、その後ろ
に黒い服の女性、女の子が50cm�lm程の間隔で並んでいる。 先頭にいる妻が、後ろ
のド ア から乗り込む。 すると、運転手が 「前払いで一 す。 前払いです。 前からご乗車
くださ ー い。 」 と ア ナ ウ ンスする。 「前から」という言葉のあたりで、パスモを手に
持った妻が体をビクッとさせ、前方のド ア ヘと早足で移動し、再度乗り込む。 残りの
3人も妻の後に続いて乗り込んでいく。
く14: 15 - 14: 32:> 
プシュ ー 、ブー ンという音を出しながら、バスが出発する。 目の前の視界が開ける
と、向こうの ア パ ー ト側に、すでに 白 い長柚のカ ジュ アルなTシャツを着た、中年で




ようである。 そして白いイヤ ホンを取り出すと、スマホのような機械につな ぎ、イヤ
ホンを耳に装着して音楽か何かを聴き始める。
少しすると、眼鏡をかけた中年の女性が左の方から歩いてくる。 お出かけだろう
か、 ジャ ケ ッ トを羽 織って綺麗な服装をしている。 女性は、ベンチの左にある植木




の男 性が ゆっくりとした足取りで歩いてくる。 そのおじいさんは 白 いTシャツの男 性
の前を通り過 ぎると、水色の3人掛けベンチに腰をかける。 ベンチ 全体からすると、
ち ょ うど真ん中あたりに座った形だ。 今、このおじいさんを中心として、右の木陰に
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男性、 左の木陰に女性がそれぞれ立っている構図になった。 左の木陰にいる女性のほ
うが、 男性よりも少しバス停に近く、 両者は7、 Sm程離れている。
今 日 は風が強いのと、 休 日 のためか走っている車の量が多いため、 静かな住宅地の
なかとは言え、 音が絶えずうるさく聞 こ えてくる。 3人は道路の方を向いて、 それぞ
れ車を眺めるなどしている。
く14: 34 - 14: 45 ), 
左の方から、 普通の 自動車に混ざってバスが こ ちらに向かって走ってくるのが見え
た。 見ると、 3人もほぼ一 斉に道路を覗き込むようにしながら左の方を向いている。
ブ ー ン、 というバス独特の音が聞 こ えてくる。 木陰のなかに立っていた2人は、 ベン
チの方に向かって、 少しずつ歩み寄り始める。 おじいさんはベンチから立ち上がる。
バスがベンチの前に止まると、 プ シュー 、 という音とともに、 前後のドアが開く。
後方のドアから、 中年の女性、 男性の順でバスに乗り こ む。 レディー フ ァ ー ス トだ
な、 と私は思った。 おじいさんは、 止まったバスの前に来て、 電子板に表示された
「東戸塚駅」の文字を目にすると、 バスには乗らず、 またペンチに座り直した。 前方
のドアからは4、 5人ほどの人が下りてきて、 それぞれの歩くペ ー スで左右に散ってい
く。
バスが行ってしまうと、 3分ほどでまたすぐにバスが到着する。 今度は「戸塚バス
センタ ー」と表示されている。 私がいつも利用するバスだ。 バスが停車すると、 先程
のバスを見送ったおじいさんが後方のドアから1人乗り込む。 前方のドアからは降り
る人が2人いる。 と、 バスの前方、 つまり私から見て右の方から、 中年の女性が小走
りでやってくるのが見える。 間に合った。 女性が乗り込み、 ドアが閉まると、 バスは
また、 ブー ンと音を立てながら出発する。
バスが行ってしまうと、 アパ ー ト側もセンター 側も、 バス停の周りには誰もいなく
なった。 途切れる こ とのない車の走る音と、 風の音が木 々 の揺れる音などと一緒に聞
こ えてくる。 私はふいに、 その場に取り残されてしまったような、 少し変な感じがし
た。
1 0  カ フ ェ を 観 る
観察者 ： 宮田真梨子
日 時 ： 2018年5月 1 日 （火）、 滞在時間は12: 15-13 : 25 (通常は12: 00開店17: 00閉
店のと こ ろ、 この 日 は短縮営業で、 12: 00開店14: 00閉店）
場所 ： 東京都内の個人経営カフェ（ 自分は年に二 回ほどしか行かないが オ ー ナ ー は
顔を覚えていてくれている。）
天気 ： 快晴、 外は暑く、 15分ほど歩くと汗が肌ににじむ
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【状況】
●客（以下、 A-Dは卓名、 〈 〉 内は人物表記名とする）
A :  女性二人。 50代ベ リ ー ショー ト 〈 ベ リ ー 母〉 、 10代前半 〈おかっぱ娘〉。 会話
が少ない。 年の差と リラックス している様子から親子だと予想。
B :  女性二人。 50代 ミ ディアム黒髪 〈黒髪母〉 、 20代前半茶髪ロング 〈茶髪娘〉 。 会
話が多い。 会話の内容と、 タメ語で話す様子から、 親子だと予想。
c :  女性一人。 30代、 茶髪。 お しゃれな髪留めを している。
D :  男性一人。 50-60代、 丸刈 り 、 半袖開憬 シャ ッ 。
●店員
一人 〈オ ー ナ ー 〉 。 30代後半、 短髪。
●音楽
洋楽がかかっている。 歌詞があった り なかった り するが、 ボサ ノ バ系で リラックス
できる。
●その他
カフェスペ ー スの照明はすべて 白熱灯。 足が短めの椅子が多い。 高い椅子は4脚の
み。 店内には雑貨が多数。 オ ー ナ ー が仕入れて売っているものもあれば、 他の人がス
ペ ー スを借 り て売っているものもある。
【時系列的な観察】
12 : 16 入店
着席。 店内には奥の椅子にAの2人と、 真ん中の椅子にBの茶髪娘が1人。
12 : 17 Bに黒髪班到着
真ん中のBで50代女性 ・ 黒髪母が合流。
黒髪母 ： 「お久 しぶ り です、 洗濯物干せた ？ 」
引き続きCに女性一人が入店。 以下の会話から、 オ ー ナ ー と知 り 合いら しいとわか
る。
オ ー ナ ー ： 「 こ んにちは、 今 日 はお休みなの ？ 」
c :  「今 日 ち ょ っと休みなんだけど、 15時に来る人の、 それに間に合 えばいいから。」
12 : 19 飲み物が届くまで
B :  二人、 店内の雑貨（私の背後のつまみアクセ サ リ ー 、 ヘアアクセなど）を見て「か
わいいね。 」 と言い合う。 「普段は無理だけど、 休 日 のお出かけの時とかいいね。 」 な
ど。 その後黒髪母が着席、 スマホを眺める。 茶髪娘はカウンター 横のネックレスを見
る。
A :  おかっぱ娘、 座 り ながら右横にある雑貨を眺める。 ベ リ ー 母はハンカチで顔を仰
ぐ。 顔が赤くなっている。 暑が り のようだ。
店内に ミ キサ ー の音が響く。
c :  スマホを見ながら ノ ー トに書き こ む。 一度外に出るが1分ほどで帰ってくる。
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A: ベリ ー 母、先ほど仰いでいたタ オ ルで顔を拭く。
12: 25 
c :  ノ ー トと思われたものは ノ ー トではなく、見たところ葉書のよ う だ。 お客さんに
送る用か。
12: 27 飲み物が客のもとに届き始める
A: 飲み物が運ばれてくる。 ベリ ー 母は ア イスカ フ ェ オ レ、おかっ ぱ娘はバ ナ ナ
ジュ ー スであった。 ここで、先ほどのミ キサ ー の音がバナ ナと牛乳を攪拌している音
だと判明。
A: 二人は微笑み合ってから飲み始める 二人とも二 口ほど飲んだところで止まる。
その後、おかっぱ娘は店内にある絵本を読み始める。
12: 30 オ ー ナ ー の動き
32分、サ ラ ダにドレッシングをかける、オ レンジ色のドレッシングであった。 そのの
ち、パンを ト ー ス トする。
33分、チ ー ン （ ト ー スタ ー の音） とい う 音がした。 パンを取り出す。 取り出したパン
にマ ヨ ネ ー ズをかける。 ト ー スタ ー の中にはも う ］枚パンが入っていた。 そちらには
冷蔵庫から取り出したバタ ー をひとかけのせ、再び ト ー スタ ー の中へ。 レタスを取り
出し、マ ヨ ネ ー ズを塗っていたパンの上にのせる。 フ ライパンの火を止め、焼いてい
たベ ー コ ンをレタスの上にのせる。
34分、木のプレー トを2枚用意。 トマ トをベ ー コ ンの上にのせる。
12: 35 Aに料理が届く
BLTサンド （サラダつき） が完成。 ト ー スタ ー からバタ ー をのせていた ト ー ス トを取
り出し、プレ ー トにのせる。 2つのプレ ー トをAへ。 ベリ ー 母の前には、BLTサンド。
サラダから食べ始める。 おかっぱ娘は ト ー ス ト。 バタ ー を広げる。
c :  スマホを見始め、見ながら葉書を書き進める。
12: 38 Bでの会話





娘：「婦人検診は別にやれってことなんだろ う ね。 でも値段はすごい高いし。」
母：「でも自治体とかでもやってるからさ。 今度なに区になるんだっけ。」
娘 ： 「港 区。 」
母 ： 「港 区の自治体の健康診断に行けばいいよ。 」 茶髪娘は最近港 区 に 引 っ越した、ま
たは引っ越すらしい。
12 : 41 Dに男性一人出現
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D: 男 性一人が入店。 一度オ ー ナ ー に声をかけようとするが、 オ ー ナ ー の忙しそうな
様子を見て、Dの席にリュ ックサックを置く。 その後もう一度 オ ー ナ ー がいるキッチ
ン近くへ。
D: 「こんにちは、一人だけど、大きい席座ってもいいですか。」
オ ー ナ ー ［いいですよ。」
D: 「すげえ忙しそうじ ゃ ないですか。」
オ ー ナ ー ： 「ね。」 （ オ ー ナ ー が忙しそうな様子が受け答えからも伝わる。）
会話の後男 性は、自分の右手側の、五人分のいすが置いてある机のソファに座る。




c :  はがき書き込み中。 スマホを見たり書いたり。
D: メ ニュ ー を見ている。





c :  女性が私の背後にある雑貨を見に行く。 ポス トカ ー ドを手に取り、席に戻る。 そ
の後なんと、商品であるポス トカ ー ドについていた値札と思われる シ ー ルをはがし、
別の何かにつけた。 ポス トカ ー ドは女性が売り出している商品なのだろうか。 つま
り、「 レンタルボックス」制度で、お店のスペ ー スを借りて作品を販売しているのか
もしれない。
12: 47 食事は続く
B: 黒髪母にタ コ ライスが到着、早速食べ始める。
c :  カ ウ ンタ ー 越しに、BLTサンドと自家製 ジンジャー エ ー ルを注文。
D: 立ち上が り レ ジ奥の トイ レ ヘ行く。
オ ー ナ ー ： コ ー ビ ー を自動ミルで挽く。
12: 48 Aでの 「半分こJ
A: 先ほどはベリ ー 母が食べていたBLTサンドをおかっ ぱ娘が食べている。 半分に
カ ッ トされて提供していたので、「半分こ」しているのであろう。
12: 49 
D: トイ レ から出てきて、壁に貼ってあった、店内で行っているというギタ ー 教室の
宣伝のポスタ ー を見る。 音楽はいつのまにか歌詞ありの洋楽から、歌詞の無いリラッ
クスしたボサ ノ バに。
12: 50 
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オ ー ナ ー ： 冷蔵庫から1 リッ トルの牛乳パックを取出す（中身は生ク リ ー ムか牛乳で
あろう）。 ガスの火をつけるチッチッという音がする。
12 : 51 Bでの 「半分こJ
B: 黒髪母、 自分の食べてい たタコライスを茶髪娘に渡す。
黒髪母 ：「おいしい、 どうぞ。」「ス プ ー ンは一 個しかな い ね、 これ（ス プ ー ン）口付
けちゃったから。 もらえば ？ 」
茶髪娘 ：「んー 。」面倒くさかったからなのか、 結局もらわなかった。
12: 53 
A: 無言でサンドイッチと トー ス トを食べ進める。 おかっぱ娘がベ リ ー 母に 自分のバ
ナナジュ ー スを渡し、 ベ リ ー 母は一口飲んでグラスを返した。 会話は間こえなかっ
た。
12: 54 Bでの「半分こ」、 再 び
B :  黒髪母はエビアボカドサンドイッチを茶髪娘からもらってい た （タコライスが渡
されたとき、 プレー トごと交換したようだ）。 サンドイッチに手を付け始める
私のもとに、 チ ー ズケ ーキとコー ヒ ー が到着。
A: おかっぱ娘、 キッチンに戻ったオ ー ナ ー に向かって「すみませー 一ん、 次良いで
すか ？ 」
オ ー ナ ー ： Aへ向かう。 おかっぱ娘はオ ー ナ ー に何かを伝えるが、 聞き取れない。
オ ー ナ ー ：「ありがとうございます。 お下げしますね。」といったのち、 BLTと ト ー ス
トの皿が下げられた。 どうやら追加注文をしたようだ。
12: 57 混ぜる ・ 泡立てる
B: 黒髪母、 茶髪娘側にあるサンドイッチのセッ トのサラダを、 身を少し前に乗り出
してス プ ー ンで一 口分もらう。
c :  ジンジャー エー ルが到着。 自 家製なので（メニュ ー に書いてあった）、 ジンジャー
シロッ プが下にたまっているのが見える。 Cの女性はささってい たス トロ ー でかき混
ぜる。 20秒かき混ぜ続ける。 ー ロ飲んで、 またかき混ぜた。 飲む際に左に目をやる。
先ほどのポス トカードが展示されている方向を見たのかもしれない。 その後女性は手
帳に目を戻した。 シャカシャカという音が聞こえる。 おそらくオ ー ナ ー が生ク リー ム
を泡立てているのだろう。
13: 00 Dでの動き
D: 両手にすっぽりと収まるくらいのピンク色の箱を二つ リュックから取り出し、 ま
た戻す。 さきほどから動作が多 い。
13 : 03 Bでの会話
母 ：「港 区か ぁ 。 遠いなあ。 00 (娘の名前）だけ遠いところに住むのね。」
娘 ：「まあ、 会社に近いのが ・ ・ ・」「毎月 、 だけど（逆説の意）、 人事の人が（深夜の）2 
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時3時に … 」
母 ：「何でも• • •帰れないから、 会社に泊まるしかないじゃん。 」
娘 ：「会社じゃなくて近くのホテルに泊まってい る人とかも ・ ・ ・ 」「絶対おかしいよね。
ブラック。」
母 ：「ブラックだ ・ ・」
そこから、 色のブラックとホワ イ トの話に移る。
母 ：「黒ってもともと悪 いイメ ージだよね。」






c :  カウンタ ー 越しにBLTサンドイッチが届く。 女性が笑顔で受け取る。 セッ トのサ
ラダを先に食べ始める。
13: 06 




オ ー ナ ー ：「はい！ 少 々 お待ち下さい。 」 とAにそう言い ながらBのお皿を下げ、 Bに
新しい水を提供。
13: 08 Bでは食後の飲み物
B: ホッ トチャイニつが届く。 どうやら初めの注文の際、 食後用の飲み物を頼んでい
たようだ。 ホッ トのチャイは大きめのカフェオレボウルに入っていて、 別添で茶色 い
シロップが付いていた（メ ー プル シロップかブラウンシュガ ー のガムシロップと思わ
れる）。
オ ー ナ ー ： ホッ トチャイを提供後、 レジヘ行きAの人 びとへ対応。 「 ア イスカフェオ
レと、 バナ ナジュー スと、 BLTサンドイッチと、 バター トー ス トで、 2500 円です。」
A: 「ガ ト ー ショコラも ・ ・ ・」（追加注文はガ トー ショコラだったと判明）
オ ー ナ ー ：「あ、 すみません、 ありがとうございます。 合計3000 円です。」オ ー ナ ー 苦
笑い。 Aは3000 円をち ょ うど支払い店を出た。
13 : 13 
キッチンから氷入りの水をかき混ぜる音がする
13: 14 Dにてオ ー ナ ー との会話
D: ア イスチャイが届く。
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オ ー ナ ー ：「お待たせしました 一 。 」
D: 「ち ょ っと（店内が） 落ち着きましたね 。」「今 日 、 補充していくんで。 全部で3つ
ずつで（先ほど も 出していたピン ク 色の箱を持ちながら）。」「1か月 で、 40個 いってな
いくらい、 30何個」「慎重派の人が、 とりあえず1個だけ買っていって、 それですぐま
たメ ー ルくれて、 追加してくれる、 とか、 家族にプレゼン トするのかな、 そういうの
があると も う、 うれしいよね。」「それと、 家に取りに来てくれる人 も いるからさ、 ほ
ら、 そうすると楽だし、 僕 も パジャマみたいな恰好で出ちゃったりしてさ。」
どうやら、 手に持っている箱の話を しているようだ。 箱はレジ横に陳列してある 〈 ベ
ビ ー マグちゃん〉 と同 じ も のであるので、 Dの男性はベビ ーマグちゃんの販売者だと
わかる。
D : 「30個 lか月 で売れたらい いなと漠然と思ってたから、 売れててうれ し い 。」
オ ー ナ ー ：「やっぱり ロコ ミ がい いから. . · J  
D: 「やっぱ、 俺直接だとダメ、 間に入らないと。」
オ ー ナ ー ：「あ あ ー 、 やっぱり、 間に人が入らないと。」
D: 「俺が直接いって も 売れないんだよ、 逆になに も してないと売れたりする」
13: 20 話が変わる
D: 「 も うあと40分だ。」（閉店時間が）「そうそう、 忙しい時に ア レだけど。 プレゼン
ト。」「ラッピング頼んだら小学生（にあげる）みたいなのになっちゃって、（色付き
の） ビニ ー ル袋に入れて· · · 00 (オ ー ナ ー の下の名前）さんに渡さないと も や も やし
ちゃって。」
オ ー ナ ー ：「うそ！ い いですか（袋を開ける）わ ー ！ 嬉 し い！」
プレゼン トは、 カモ ミ ー ルを抽出したなにかと、 ピ ー ナッツペ ー ス トのようだ。
D: 「（カモ ミ ー ルについて）すごく リラックスできると思うんですよ。」「ペ ー ス トは、
上の方に脂がたまってるけど. . .」「00 (オ ー ナ ー ）さんの腕次第で、 力を発揮するよ。
マ ヨ ネー ズとか、 一見合わなさそうな も ので も 合わせてみたらいけるか も」
オ ー ナ ー ：「ヘ ー 、 色 々 やってみます！」
D: 「（オ ー ナ ー が）料理上手だから。」
オ ー ナ ー ［ど こ 情報ですかそれ。」
D: 「ほら、 △ △ （女性名、 オ ー ナ ー と こ の男性の共通の知 り 合いと予想）さんとか
から・・・」
オ ー ナ ー ：「ありがとうございます。」
D: 「うん、 楽しみに してて。」
オ ー ナ ー 、 フフンと鼻歌を口ずさみながら、 キッチンに戻る。
13: 23 
D: レジ横に行き、 ベビ ー マグちゃんのデ ィ スプレイを整える。
13: 25 店を出る
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